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ま え が き

1）この速記録は、昭和55，56，57年度文部省科学研究費総合（A）

によるもので、研究者は次の通りである。

 江見康一、丘本正、大屋祐雪、坂元慶行葦鈴木雪夫、竹内情、

西平重喜＊（代表者）、野沢正徳、広田純音藤本煕、松下嘉米男、

松田芳郎ミ三潴信邦ミ森博美ミ山元周行（・推進係）

2）インタビューの聞き手としては、研究者以外の方々のご援助を

得た・その方々のお名前は、別巻を参照のこと。

3）この速記録の原本は、統計数理研究所図書室に登録保管される。

そのほか、話し手と聞き手及び関係の協同研究者が保存する。

4）この速記録の利用に制限はつけないが、話し手、聞き手、研究

代表者または推進係と話し合った後にされるよう希望する。

5）速記録を個人的に研究するため、コピーを希望する方は、代表

者がコピーしやすい形で保管しているので、それを利用すること

 ができる。

以 上
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／卜町子連で．すが・、税計一が・・医学トど’ラいlll・ハ・役は

ってポい・、巧うい1よまブて現在改立すブフ乃いけい
ラところを記辞㌧して残しブ1いヒおつしゃいます巧で’、

肯・1旅後初峠門つ方・ド’’参采碩いまげ。

 私一tま疫学をや一でぢ1剛手上、牝計｛ま硬わしてパつ
マみりますヵ、・’、 柔売言立解析一字門じ■々 こ1’ざ一．い柔せん。二一一サll

一復Iけい1よラブは場がむしれませい・・．、ゼ1い〉／！・1

にメ デ’イ ヵ ぴサイ ピ．七べいま ま マ’’打広一し z δ （ヵ・乞 いラ こ

川’・巧1程度わが1ヒ島います。アタニヵ1べ問題ヒ
いブてレましマは、腎ざん早．門の才ヵべおられますη．て’’、ゼ

ういラアグニッ！の開発バ’行われい・4ヒ’一ラなラた．んみ’’

㌧いう紳かいポ請は・むしろ訪しチη†々に片目しレマ

い㍗てい∀思います。

 諸グ苧晴ヒいトレましZ老子中し上1プマみrていヒ、巴・ラ

人マ“すバ1・1〉1ニメデ’イ ヵvサイトー一に航計．バ．と一・ρよラに／定

わい巧つい㌧さわザ並キ表て’．峠窄にけバ・確固
ヒ しマ、 ビ’こに見七マ毛～す・・ヵ・しくヶいよ ラに、チ↑ん

†へび分野に／吏わグぢフブ1いす吠しマい／・にくいわ
1丁で．こ’Iミいい著す。

 そ私わべ・がい一般化し㍗（η1す戦後7いろク、しヵ・も

一最近のしヒ〆㌧思いますヵぐ一戦市でも疾宇の立場て”、医

乍的いいろ1程度航オ1ジなチ1女で・見マし、／いい

いすゴでいましrて。

 一番初めに疾亨マ＼ 巾今い・いろいろひ二い古†zら

さましマ・昭和r八つましzハら疫亨方ヒしてクローズ’
アップ吋トrて川ザ わ朴←ヰ㌧の苑困てい（言、克午亡くなら

へ芹菜地尺宇。・迎孫名誉ノ放’授だ’ヒ。昏！・ます。しかし、九
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生む、 これけ徒言十ηチ湾毫男疋4史しマヒいラのピ’々ワくて、

む し ろ 羊遡 し（直岩見カ を も ・ て そ η牝咳’火う弐つ才子惟ち才巴

梶しマい／い1ウ、合国行阿どい1矛け代咳碕’師友

†れポけ1午中い関追石見ハい1ふけい毛
おヤつになラ（と思います。
 そつ疫層受げマ、享火本多ρ高一街芙フ欠席授ヒ七・、現を

η仏前欠字惟・ノ本直売放疫ぺ1広竿十死亡税巾ボ
いは「中午異い及亡徒言†！1生見勿岡吏・、仙い1けを．

がアパ／泉計～｝十・ノにプリ手レア1し、伝く芥孜凌はそ

れ（ニコホー／・耽合毫舛す込まれ71い・い〔わわト
トは知っマむろわヶ7’’す。そしマ、一室にけ．クロスセタシ

ヲナ1レなスタデ’／一で～・’一考干フロスペタテ・7’．㌃ス

タデ’／一川了わトい耀秤しzお…ます。そ！L凋岡
1箏を認杓ろい・、ろ！いけヒ・・すい／’布石乙’ろっ（ヒい

㍉よ〉㌃形て’、 レラティブリス7を太†れ多ヒいラよラ

打グらい・ガろまzI．わ・い行わ杵（1・堅／・ま↑1

 ）1引で．末日の7ク1ソブハムスタデンーが’育后
（1アよ／、住民の循頑器疾一恵のフオローアツフワタデ’ド

ち〃予以上にけ一マ侶柱ヒい1歴史師ブ81／㍑／
ますわ・ら、冷れ州プロスヘ⑰グティ7’’，7才ローアッ7㌧く

タア’ソーの確立に、全セ界r失いに彰専して・芋（んじゃ

㌃いがヒ思・ラ7い未す。・

 け、けよ／前卜、帝ム㍑乃ち・唱えにザブ雌オ
わ問基バ・、尺亨な問題！！て人一マく1んレ’ヤいヵ・、

払いい）。／、1に兄マいわけ7・！7、一イ作からつソピ

ン～
mの率入しいうxラなご・ヒに㌃～わ（す7’’す。

     。レ こ十レ！す柞万（1がいフまんプ、私η剛系しZ石’タいろ

の尺了な流れゼヤケいヵ・鴫／・去すヵぺ、二の迎、切小、
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臨、床関係グい会評カベしけいマ’・て、臨床つ

こけはじ、まr川Eすイドパけ寺五レ＼稀計η
なこい・も直じ179い・し1言／1〕杖授ヵ・ら、すい乞そつ

ろリ、話ηP尺を初一、ていえ卜い馬・います。
吉））1臨床の立場て’．統計七・■’と・．ラ使わピきグ・を、吋く’

を進一て簡率いまけ・みます／、素初ゲη佃て人
市㌃何等竜阜えト卯、噌ムマんη「グ放列のまけ方、
わ・い 癈�mグけIるるラ㌧尽います。し次η欠きな女
ネ事け、コソピューハ匿享つ、領域て・疋、マ川いい

1劾ぴ足こ1ドヒビしり．わヵ・’国1’’コゾピジノ
竜初めマ布昨卜応用し（研究パ’、広く人々η肩に．絃れブく

川本、／954年い大阪Z”行わ仏ト医学谷稔令nと亨なグ｝
す。

 それし前後してっこヒヒ馬し・ますバ’、／’’ワン†ン着発、

手・才クタレ管・菅一、アリ、ブーミン昔謄という一連一．巧華劾利己判

っ火η子ガ上が㌧て、メ完計りテ蕩亀使ワて㌃い率多η刊走

昨毒味・’．巧いレ・1認識が、よ1ヤ／医師ぺト庄ま

フマ・亨トわけヒギ

 すよ1ゼそグろ、上野猪本町て凋亨／マい1．藤沢正
準寸んヒいラ臨床医勿方バ「診断工学。ヒしヘラ。本を音い

マせ人そ驚かせましrて．÷。のす（ま医好会こη程亨マllも巧5

グて分べ一1・、林中で’、白～布穿室の机のザコン

ビェーハ牡片込んでu、桶名置双いってい3稀チかい稚
介・マいいま↑。

 ます潔明時代っ希っがのエホ・ソタ を振／／遊ニラz斗多乞

おわハつつよ）に、厚耀が吟表亨れブてだ．げz’Iけ応用つ辛

及．にパ戸らケい乞いラパベ、臨床ア÷’げτ’げいリ息いま
すげれビ・も、しト‡z・一っ医学ヰA体ら傾句かヒ。円います。
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 まで靖いんつ「ヅ荻例ゲヒれ。乞い1李は、い
まゼも便わ一一と尾・・いますけれゼ／、そい基硬（二しブて

高精晩正さんバ・、葉勅許佃には突夜討風し税訂夜えバ子

可欠て’るいいll｝、ろηよ1い刷η㌃ヤ／†て’’音
発して、実障ト勅かヶい奉㍑循して’攻撃すリ・一Iけ、

効率のろ1御幣μえい至らい・。片一
 そトがら、コレピー・一！応用にしても、日・本η研究同

省け年常／て千七・っrてわヶて・す．すよ、ヒコンピムーノ斧

斬ヒ・いラ立場て’巧汁算機や救確の応田をトビっ7片ます

㌧・戦後岡ゼ／、・竹チゴ！ll、アメl／カて・卜3人

勿学れ’．粛程代’放やヘズ’列確率．左耀乞定い祁墨

→尺州τ’さ3古いうこ乞をいい女しマ、！9〃午前杉。・希フ

～論文洲I発表さい！て1，・9／・手／11まミけ・ソ木李7’1
ペソ又一‘ ｦ硯を嗣いブて臨床診断研究む氷残1ぺ開かれマみ・

！まト目本マ’Iポ九け岬し衣しブ1／9竹天職昨
今絡会て’’、高稀晩｛んつアナログ・コンビ㌧一’ n、そ
牝か㌶賜一男㍍gデ’ジ’ノぴコンピドノが・・、雇矛・会

場7“隣朴七τ’、けしないピ’亨〔肝臓和雄列言争・断

れて、宋画コソヒ㌧一ノ合伽硯．石呈しゲい／・・乃つ

ま！㌧！更）日本の研牢つ開似寄期（す、アメ／カり蔓彦

で’島づたけげz’’す。

 コンビユーク1べ使え3いに朴け∴ち、空タ変量解何
ヒい1片えわ／・1坊を利くけす・力ので”すバ・、1れ11辛尺

し始、均（〔京／7”午く4いだ’ヒ党えてみ’つまず。その間

パ寺／ら！・巧間に、率い私置択7・ヅλくマ，教学
師宥予蕩毫夜って君、思（テた定毛「r多、行動量沢〃原兎に使一

1ヒい1こいべ、律・（1認識ぐダさい〆㌦思います。
 一方で．fす、々れまで’η税計け、臨床医力・ら昨幸卜軽視
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づトていブて両ゼ勾ラわけマ・’す、 でてしえ（て∴死亡羊バ’所乃

でろぎ乞いラビ、！へま茅z．’η7けげγんな元んだ一’が4，

／6人目η鳥看はタ介助が！ハいいつrく笑い言官に促わ

←マ、い払け’1娩計1書バカにマい～卜。まビ片ケ人z“乙．、

徒計師に蹄州H劾い・らヤいい1ザーは、個人差
ヒがマ！’’州ブい玄硯しh畠摩て’一考いい1牝ヒ判州．～

ま！．ト。1かし、パ号解析η導入に至一マ、意居一夫友

ヤ行動遥汎ヒいラ概念バ鼎誠†れ3ヒヒ七ト、・祝言ナ多言

づ更う㌧イ国4本巻が’根た5んじ一七㌃いがしいラしヒヵぐ、ら・ぼ’

ろ1ブ㌃わぐらわわ・ワてでトよラτ． ｷ。

 ／け千くらい如・ら起．1一ヱけ現象は、庁矢表査かベ
ノ各国一列尺宇い普及して 、・検査デ’一ノの茨水か’’イ高ま ク ま し

（。 こ 勿確ラノ、なテい一ノづ又と弼ちイ可 ヒがセわ1す’’いけ宇 い ヒ

！・ラリて’、市夫旋垂室分、／臨床、病擢放婁にタ芝号解祈

が普及しマいっ（。こボま、コンピエー、9つ応用ヵぺ’可肥

ポヒいいヒヅわヵ・っマ、ゴ午ない！それ以上ヲ平乃多
棒マ、テ㌧ノク漢水つ太現／て遭フ7初カて辛及を省りブここ

ジす、ヤラボつ払いま大麦叩象白クてI’乃つまず。

 ノ・7夕午、一いい・け～！羊育／らいヵ1ら、．亭更号秤祈

け木倖行さ痕って、入狐つ臨床痛程・字諦雇τ使わ仏3よ

うにい生けて。そけ1ヒ、次列研免テーマ1去ゼl！
よラがセいラこヒなんビすげれヒ・．む、タ変量鮮杵H才ノ

ヵ戸生男いゼろヵ・いあフます。ゼハ玄、振病パ綱薄遇を
託泣すい（二子遮一。τるいい．ララう、之マ’’す。時間を伎立麦

秋乞一しマ時（い1がら当、之さ1かむし杵ません。いで、疾

病η秤温、モテ’／ゾをフぐるプという吻亨が’、ノ97∫千く4い

か一い・な！関／べ・を碕～しマ†ましト。を／しヵべ実用化しブて

／つη例外、庚㌻マ“使手がいスタ岡荻だ㌦馬・います。
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 こラいラるっの価値ヵべ絡片られマ字トーすビけ、希断

フ㌧妊スそヘバ研究1zい汽人r・すヵべ、ガ・利巧岡
超に元ブ・ざましrて。それ（す．沙昨通程乞いラ。バ・、医学

で’は昨常に外しい蛙問匙ピろテ乞いう亨実て’’す，いまま

で’のいわゆラ医学．実硬（有すべ’て順間痩．ビす，動物トいろ

ん㌃κ手物質をヤダパいけ師ブ・積境争什毛循い1、
そラいラしヒて’衣、稀ヤ異常㌃勤めをこしらえラつけ、す

ベマ順問塵ゼすバ㌧診断赴程r玄順問痩て1．け乃ゾません。．

こ〆け待栗から原因を一椎走す3追岡適なわけz・す。そこ

で＼診断のプロセ又で一ピラ！マ不確実性が猪窒す3ガと

し、ラこいべ、伺．い・杖学的に択え3・ヲ7■’けないかといラ

こヒ七べ，主用され一々参々ましブて。

 順方向ド市報州云遠でハプロ七スて’’、帰夜の次元、牧

ヒい1偶舎ド主βすハ、・火元巧高い情荻は咋常い平1号
4じず れ 5 ヒ し、 ラ。ほ蓬符り’圭壱本寺フ て ぢ つ ま す。 そ つ ト り に、

迷同題を解く場石＼トけ、）火元の高い情報っ推えが’ネ手ノ乏

にな6ヒいラこい・い延．こつます。次元教乃佑い威令ピず

と’ラいラ七のヵ・乞いいますシ、ドセ之げ’病名い・、ろう

いは一病身の原因といフブニ大局凄ラな惟覧バ・相当すテと忍わ

牝ます。そト（て村．して個人差。よラケもっは、タ分次元

数の高1・成分ズが〔に、病I因空間から庫俊乞舳・位
違寸外3間に、個人岸の’よラ㌘成分1京夫わ・外タ乞．いう惟

宵ヵべ巧1。しllが㌧マ、、個体表㌃1川ザまや力・な■帰萩を

遂同題解にょ1マホ～グ寺はなげだ’む’す．1がしい。

 いプ列η工．くら試みケい眼グ、い3まい率代書’牧
学的㌻ギ著で’ば、椰子産け．暮して意思夫足をす1障卜

虜ゲ巧いいぺわゐ・けした。、匙遭しブ1医科、いわザ

名医つ診断プゥ光ス壱敢学1ウ1・託迎す3にはゼラす3㌣
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こうい1問題力1＋1㌧いま九プ．ヵ・れマ、1ηr午くらい、

研究方が’淳目し伯ゲい1乞、書います。

 ネ人が一3・午げゼ前（二秩言ヤずつ講戎ち初り7間いrつバ＼

いま計量絡柱いワマい1・1飢併丁い・’’屋す帝京・望・

学すに紬前㍉誇茂をけん・．．すけ外ピ’ポ虫序方か一Iけ

ヒんゼ㌃くて、8人ガ！火しがいませんでけこ。段）最

近（す、医学丹N皿n洗計クり舞茂にけ、大体ψ人が一三∫〃

人くらい女房します。歩7こ㌃い学生も、アストをし7

片ろヒ結構いい或種いいい1呼片にヶつまけ。こ
つ31午ぺト作常㌃変革が．るつゲい、こつ．1い・ら
もわヵ・つ玄す。いまでIけ・基碩二的輸税訂享ヤ計苓稽諭っ

初チけ、医学碩域て｝け律行事渡1ブ㍑！・llとバいえ

ろヒ島います。

小町 どう老巧つカベい。

 いま最後トあ・ヲしヤられτ・三十放手市、一棟H玄一割～’

がグヶい。そラて一・す桓、松ヶんが形学生のころ、プ検定

といラηもわヵ・ら株人が‘たくぐんぢフマ，臨席っ効果列

定＝ないいい1ば徒疋†らや・ていなが・（といラ．時
代がす・い・）1・ん帥麦！〔｝†桐。やつけ喰走査秤す．込

t’．ゼラいラlz仁一’、そ〃ケむす’占・しいしセいわケくマ

い・い’ピ1や㌃いが・勅雫の巧1斥む何す効いたんだ．とい
．1．よ1」な一非常11主規師ピい・え11よけ判断洲Iす．・い11く

ん長いし間虎い（！各1いて。こトけいい紋多の移
い君バ医方ト㌃1ん仁I’い・うよラ㌃笑い話もろ1ぐ．4い

で’すがら、中かち得ヶが・τ二わけ乙’すが’、それφぺ．現在、紋

育†ほη改正セカ・、まr1去徒。乞ヲがε抗計には非常卜

㌃じ‘朴ヤす1・時何い㌃っ〔7ち’つますから、いまいわ

れたような、が㌃りη穐解カ州示†外3 ㌧いラこ ヒに㌃
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っマ亨てレリんズすか’’ね。

 いま育用えザい祈亨竜阜んいい←け憎いんの「
・戸・狂例のましり方、η才匡計亨えいうηけ、 われわれ七び’

つくりじマ期符を掃っ7読んブ！こともろ’ノます。合計バ’

わヵ’ブトが㌔いわト事「「㌧、・舎、却ぽ払がら㌃か・ラ（わげ

でぴ・いが／坪亨け荻1タ幻いい同一次元
Z”火較す1グ育げレがら加、ます†ソフぴ盲ざすラビ奮
確！、丸一1！て、タいパ1‘バ土しいパペ〔・んだ’、

と．Iういう†ソフ1レヵべ’ピ．ラ・いラ†イズ’マ’一老7～7二ん7・nい・

1い、レがい什バハ程度大なくい全仰列符伽ぺ’
把咋1’’亨！・いいけコンパラティ・7．’l1此氏7’パい・

1いプいい・’’吐事しr一わ。

 加納肩、 その迫、 ゼラz’’すヵ・。

カ吻完げゼす川克ま州’ぢ一しゃ・てい（、師碩域’の

人たすに叶常に．尺言な影専を手え（増ム克室の「グ孜例

ηま／け・1す、突（1・9峠に茅／豚が‘れ．い1わけて｝

す。z’．すか4、推計学状’医学碩域に導＼マれブくnけ、 そ

んブけ†パ［＾もない。私か一雄計学に嬰昧を待ラマ勉
夕套しτてのバ’、1・末かい4〉／け前ア三’、た㌧患います。

 増ム克室ボいけ高稀克室トすけ、樗辛ヒヰ采固け
・ト／別個の概念7’‘ハ、こ作い‡明確に区別して取／及

わ㌃ケザ（才II与亨な1・、包を主原ミ払マい斤・し思います。

ゼれ素τ’の医了7”（す、そのろポ1けもフ・’’っすやにケ1

マいて、 わす・が㌃探ヰて’’毛標本そηもηを奇辛困ヒ序え、

ナ・ケ／扉二躍仰ケ館常を土しマいブ1ヒい）こ｝’つア11、害
！・ます．

 遠学で’け・動物実硬ヤ臨．床検査学と．？’’得・らト書デー／！

ポ艮らトマい1。わ下毛・ケ毛のマ’’乃3。こ巧限らわ六デ
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一夕がら、そつ号号にゲ青写団・特性にフいて知ろ1

㌧す←け∴従羊列よラひ穴標本トよザ紀泣税計字的方1芝

1’I㌻く、確率論に器つ一’く推計学を使わケリいけケ1リ

いうn是屯覆延マれ（ん〆㌧鳥ラんズすけれゼも、医事

の人トす七・い本当に†分い剛字して使っていブてかヒいい、

パリ疑問ケ面材バヒ思一いま↑。

 いまτ’も、才ム払すハ1らい禍証いてネらト1よ一け

克吃ハ訪毛聞パーケい・しマし、い、1へげ1プ布婁水

平和’げτ物け？いいい1よ1いいぺ川わザ・木
臼分一ハヤっτ育㍗仕亨η季召乍トな書セ洛ラん7’’すけボゼ

も、い十ゆ言方君・ト率李萩えず5場合十、狡し末、．憤4りり

ト5乃い・ノひいな離散ηな碁準を未ゲヤーマい
アニわけで’すバ、これけ岡遜ゐ・＾巧言のτ’けないが江カえた

二｝が’ 驍ﾂ．ます。

 たヒい孝’’本態性高血圧η皿斥植・の碁準に果アくし7ピ’勿

程度の童咋わべち1のカ・。それ㌧同レよラ！て、有意惟っ碁

準／いうハカけ71い・／％川、いい1碁準を沃灯1
根於は一体仔てI．ゐ言。が乞妄走岡を把いブてητ．す。有意水

準巧遺び、方（・よっU京、仮説検。定に末3結宥が・異なラマ

くダいえ1育’‘祷・ト率タザら／ネ’’弦仮魂は棄即け、

／ダボいポ採択さかいい・．’起こつマ（1。夜え（…近等

な茄計量1ま一、む確率密度岡一放η分布卜定ラっビ、禄本

／・1将け・1秘計量衡いマ、’ ﾏ～揮1アトよグ桔
水率！・本目当す言実ア家η確率（限界水竿）を未’カ3こいべ

τ’字1。しの確率を用い多しい二よって、従ネ史わトて

打1帖水和不・柵ぐ！け／を／。こ列よ1パい
常表しトっ右べ・い柔がら以一／3手くI’ζ1・前ヶんビす一句

 この確苧竜木片いてけ、電子釘耳残を尺わないとぽと
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んゼ不可ダ巳て“すヵべ、 F0尺丁尺パノ／ゼ7’ロダラムをフく

パ、宋尺・書ナ算稗屯ノメーに登碑！ブニ／／／ましrl。こ

トけ、いわ州アフ1け一／ヲソフ～プラムヒしZ有名
句’㌻戸。s’5㌃ビ．トも／吏われてい3よラz’’す。

神ムμ、商権完走1・’’医㍍才室叶多を卒入しりい1

こ㌧け、いい面毛も古ろんろ341ナゼすけ杯ジ4． そ→・し

州’ ｯ／訣1て剛デマれ、伺・・’台推計学い吏一わいヒい

け㌃いい・、くいけ荻例1I・みつてポ荷極的（1何1・い

いしいい・’、⊂笑／～巧り、ウ・いノρ緩解亡へる

1∴いす1…承療仁、正し／倖．1匁牢惟を痛葱しま
す，ト乞川本’．、3〃1けヵ・〆例く’’らレ・z～、本当は推計学タジ

ト棟訂し㌃／マ1、そ牝で’布君件1・’易いにい・1・わら

ず・、樗辛荻バ・ケないバ・“に、徐え色し仁4、す喜差ヵベヴ

かフいが、有毒悼1べながつhが、そ1い1問題カベ女

でく3いブビす。

 z．’すら・ろ、推計テ～岬をケし序い／近阜バ’乃1んビ

ペァい・〕いい一．す・椎言†テ1山ヤれば’Iよ／村ク的だ’1

いラニい’．すパ、手順右／・すやんヒ跨んビ乃れ／τ’．移稀〆ヒ

鳥ラんブ↑生林ゼわ。びと’’い湯今τ．す乞、．（〆いわψ3

帖1ト平・1いい’．パわ！て・夜走茄計量いて何
を使ラい・、ゼうい）値1・㌃っていい＼パパ7裸牟
放が・と・’うゲラマいい・、そういう衰毘をし乍＜zで〆‘ケ
マ｝ Zマハ。そラいラ請文を月に↑いパパわけて”
す。（美）τすから、本当い飛解し7次フ？い8乃わ・ゼク
ヵ＼ A㍑ゼさ疑．剛1忌1い．戸で’す。

ノド町  いますよつ セ布刷惟毛房ニヅ産生え7、 それに打す3

抑ヂい人フてドトゲド’‘、すよ、と4っ他多警理しケげ

クやいtナないと各ラん？’‘すが一、仰納岩も和州リ・々和汽
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よ1に、医学に泣言†れ椛合が・打込け・け1川
看えされ亭いわげて・・す桐。

 々．仏ま乙’1才、いるい問遵1一’バけ釈川パペ’タい

から、卿合川1いザ三■ア並ヘマ勅犀が’’乃、rて、なφ’フ（

っマいうよラな苧代’が‘す’いぶん絃いてざ71んτ’すね。 そ

水τ’、拷ム丸笠ヵべ吉）リえ芝1）ソ／・1！ドセ4えrハいラ

推計学けリ方、わ～れい／や脊当にグーく一ノ！
て諒，牛ま しrくげ仏ゼわ、 ■たヅ7行1ノつ蓬ひ’’フ・y†〉・’フ・ぴナ

イ ス’．η夫え」・、 ヤけ ク初めハら9意。＆が・材卑7．’巧ぎ セい

1い／。けいら、いまいわ一存玄1←準浦友／い
ラよい8い。い・し一面、丘にいλけ’I、老和ゼっ／
もらし〈羅列すボす’．、亡旋えマ’・何7I・もい丸3ん戸いヒいラ

石パ／ド岬廼／・一川。

 催がいそラ㌃ん1’’、1レγド乞しUすす‘’ラ乞ハ耗度

主規1クに具けけパ・べ・盾†学・一’㍑よけ〔
丁ビげブ；’幻〆ヒ枇列された。そ〉す茅セヘ度／弐、イ易に

ぞ加毫．志田して・亡碇庄一プ物を言ラよク／てケっブて。そザ

に対しこ、 ま〔秋判バ．夫マ乏ブくヒ、こうなんピ．すわ。

 その山・フい7、柳川完走パ・意克1ザ・・…。

柳1つす1－4他・よ．くわハげへ私、夜享ρ立
場？’1新訂バ’ヒ．’1い1・1・ラ／l・…・∴

／ト町だ1・タ疫学れ立場パけイ多ビ岡くIんだ’げけ

㌧、いままビ疫学巧†1・がい初均ヵ・今季え巾け君、牛を

狩っz禾加ミグいいら、．ここ？“η活パけ！伽
｝しろブ女マく三と鳥ラんで‘‘すわ。マ’’すから、臨床的を

立場ひ｝けけ税訂㍑う励念カリまけくマー㌣
れに対レて婦上充衛グ孜例のい劫才㌧い1稚祥η
豚念州・入っマ言汽。イれ（二ついUす、え笠にぼゼラいラ
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ふうに感じ．らトr、占・、そ巧包を剤ブ7。いnこ’一すカベね。

仰1リ臨床ズ役1痘伊1／いい1‡、痕／列自ザ…肩彪に末
3序例7．．易言乞いラ病っが．わつます。ブ〈レえば．’葬列勅翠

判進方し、、い亨／て注文しなげい・．ゲ年！・こ川、斤

（二、すマ．．い冶席η行わゲく宛イい根ク皿つマ旋芹†！場

／台＼、売例列遺尽に偽1／が’八フ7いハい1こ乞7・寸．そ

ラいっト亮列を、 レベ．1レの高い虎計学的ケチ線を使って

見マサ件1も川け午い／いラこ／マ’．す。レクペーマー、

すソ711川遣択、多／／生〔岡疫㌃’ヒ・・を厳宏に行え1す’’、

グ荻例z一’ゐっても有効〆と、き／・表す。

小町や一プ／ブ硅列ハ盤び方喜誤修一と、彼z’’いがにコン

ペタ／な理詰測策モしマガいいη材料1ニハ‘イアス
がIがも・つ？一 ｢三ヒし、ラ、ヒて・すがら、何ドもつ・らをい。

1川伽多亥青鮮杵’ラて、合邦そ1い11川’つつ
マ回1斗け7’’†げ水㌧’．む、辻同創すやっfプ／タリニカ1レ

インペてディケ㌧ダーセして、巧与hい’入勾ヴれr二ころ

げ、珊ムえ毛のころがいす大分後になラていい／等ラげ
1～セカ、掘！星つzみ？／1・1尾ラ1紬計を便イ1屋島犀柔

いい立場で、ます・初均に椎訂字ヒい1しいフいて。
亨よう性遵バ’、統計享劣・いヵ・にノテ’’／ヵ1峠イダ／1有

田マ1’ら・ トお・㌧いラ、 えτ’すから、 こ こが’有用フ’Iあ・芦、

存戸’ h1いう同盟にっい7け同題ゐ・’易ぎ・い・いけ
ニジ’’いいんz‘’ ｷから。
虹．岡  そんなに育つしヒ亨いうけゼのしヒ1す㌃いんブす

けパ’．も、げいド牛†い入っ・アっグいべ、トまたま吉

川㍑ついらフしヤー←いろだ㌧（の1．I、臨床の分矛
で易フ〔け・れ七七、毛うすマ’．卜萩・言†的ヶ、考えぼがなつ行

才痕ラていいい1惑いすレマおぺん1・’す。（笑フ

             12

統計数理研究所学術研究リポジトリRISM



 そ作で．’／フ戸’げ、景．近ηごとで一’いいますヒ、ρ考らく

そグろで・6、乎適・旋えに．使わ杵マいブ：のが・・t槍えヒ

いグい’’、2砕η比較が・行←什？い斥｝いいヘビ
く一鼓並ハ．’柁いブて規択㌃んτ’す。乞ころが一、こ勿乃午は

乞uつ岡／く、t・しるこ・＜煮返っ活㌃ん7・・すけ什と・・も．裾琢

デーバ’’しけ・・いガ3碕、4群を比乾すいト、亡旋定．盲

稗7五す㌧いラ語い片一z’いいいべ膚拘寸い一リ
（“って、キ作て’’循環番ネ象巧せ平グー・フ・Ψべ〃雑

記に／日1・z回、を）い1しけ岡η警青が・・劣ルた。
いいラ場かfす側す・．か荻介研脅寸よ㌧いラ警音1べ’生マく

μ1卜㌃つにヒいう“ぐ、最並つ流れゼヰ字い～、き
います，

 けて・いさますし、ほI・くつ炉，マリ1範囲内7・・わ、最

孝刀げ亡庚定ヤフマρれ1ガそれz一’才＿アーヒいラ呼介が4、

ケじず・フー彼トハい1元民、っまつ在中クす声毛用い

いべ当．担（でな。て、そ什η誤甲ヒい1カ・、そういバ

I叶村して注意バ向げられい1（ケ1て亨いい’1こ
い’’ ｷ．

ノ〕・田丁  阿部n神グー門げヤ・けつと色んヂ立場でいすか 4、孝走）

計的子湾を周しっいいホ当逃7’’巧ラて、そ作巧言美用毫防

くご七七べ中／ぐ的㌃言言過になぎ。ヵ口肩内雇も老ラいラ訪をす’

3わけて’’、一棟からがいグし次元ガ高血3’・1ん7’’、い

まか4μ午、30干拓つわが．因ηメディ カ1！サイヂつ状蓉

に伽杓てそラいラ推計字七・r人ラ？きた、与れペゼラいク

功種けえ1・いい1のいけ！木㌦ラート・寄．門
的サ立場マ・・わいいん？・すわべ、緒言して七らラ汽÷りが

Y足うん．で．す。吉川克窒、セー’ん。生もηz’’す。

吉〕リ ニルけて・す，がしいブすわ。誤．秤破げ3いれげ
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るい寸わく、釈，計η管けけよつけし条ポリ・乞、争
いま↑、

婦いい名希ヘケ．荻列バけ方」い一1座は、
いけいいわハト拝ケ言筆て’一、シヲフハ羊バ
カけっ言章て1・プ本奉マ・一げば’．「医亨にみけ1移叶亨

入門。い、（いな表塵にすぺ’亨て・’乃って“に、「ケ荻

刷バけナ。い一いけ／斥旅わに、中幸に欠け
いバタトを、蕩床匿斥・．げ・I一はなく、医学全伽“えた一

！テz・’は、医寺剛矛ハダな力・らめ人ブ1すい・．ダ孜例乙’†

小（い1謙鮮ちしグリ寸、ボ㌃てイナス劾界ハ
馬うんて’す・

 そ仏から、ヅ放例ヒい1い・を雁澗十1前に、研究天

碇ηいの計玖ザけいい1こ｝、ザ！戸を尺
さくしz主張すべ言z’一ろっ汽乞、誓い京す、移汁η子沼だ’

げ忘専直に利用レz、緑承㌃実暖．言†玖毛軽据す言臥朔槍

回本だ’げ・I・げケい二〕す、い末・循環器碩域η国障雑詩

7．の一薯音（てもノブ4わボマい暮わけZ・・すバ、匡亨η例η貢

仔川いえ、いいラ誤解石雲斗まけ・θいまトク7
ヤバ、実疾訂豆（1問す1棘を肴わケ～い1す乍パ
いて㌃ブて、正レい耽言†η使いすに目ヵ／．．向ヴら杵ぎょう

に㌻ワ床←1アτ．す． しかし最初〆ラすは、右旋走z．’も、

税㍗な々硯をしてる一い’1戸’げ1’’・れ請文㍑／

ま寸㌧、年配っ萩授ポひ．■ラくい7、すんな／乱っ（多
し、．うし乞がI巧っますわ。⊂芙）

ノド町そ川ハう、耗計1収花をしてちづい・う1いぺ．
み妥フ車パレてまが／五一八い1、こわ〔巧面け
あつましトわ。

 たrど私㌃んが、「ケ放刷のまヒ々方」 というと今に、2〃

             14

統計数理研究所学術研究リポジトリRISM



午くらいす：丁、循奮春を省巧言ころト残論し7㌧亨には、

ヤけつ芙険計真刀工て方ヒいラのは、噌ムマんろいラ7
ち・ニグー1（・、私は祝’産レてハます。た芹“、それち
メ史うすバ’、 計払 ヒい ラ 巧 モ ぢZ7そ が（てし て、 乃 多 いは本

キ㌃二計承わく巧・7仕亨わ・一始まって、 しそρ移果に巻フ’’い

マツ荻例宇／、推計字忘夜っブベ検えやすへ’ハ’’易いに、

ヤつゲい／モ意的卜隼均マ、けい刀チい使一1て
ポ・。ゼ〔初均ヒ玲わ！つ方’バ’こ’’。寸々パボて、宋

暖計重ヘバ寸今な／マ、ヅ1けまヤ1rハゲい一石果討
しマ い く ㌧いラ甘寸ヵべず’Iい入ん平ラ ブ∴  ㌧い フ。こ 乞（す・

ヤブ1γつ〔、側の枇剤ヒしマ払けろハ島ラ。
 それいボ色に、，碓がト言ゾ1えい・一ちつレヤプた、争竹

㍍そろえけ・す紋別て1・もいいん戸．吃いグいぺ、率ア1し

て一マようド航苛のすにい㌧へ言τをす3二乞になっ7い

いマ．’すが’、交いつけ1リが’多くて、すよっはず
いん・ピ’々㌃いが㌃い・ラ元1京若†すきんz’’すが’、（笑）し

かい川京後のブの耽計・脊刷・つな州’ろしいラニジ”

ち’許し願ラ㌧して、横え一．幸す書トカト1すグ荻列マ｝もいい

んドビいう・こヒにプよ書セ、！努力しマタi文毛孝一カ㌃い。（

ヒえげい臨洋じ’ヤなく7、疫学なんがマいヤっよすヒ、沈域

ド行っマ、これだIけの季仰Iい南たすたわトは〃歳”男チ

け人集ザらよ多レいといい、々、㍑’けヤ・’トい1一

んブ。ヲ戸〃浅け廿人、これε集づマ比陵す3ヒいラよ

1ブよいヵぐ一時はや1ブペいベポ表すわ・。

 そラレますと、吃和ヵべ本当にフォローアップrフなが．

い・いい同題が・パ。水卯〆（形1’’、プロスヘ∵
ティ プ・フォローア・ブフ。スタデ1イ 一 ヒいラるつに㌃づ’ケ

小・かつに’ｭい。ゲ1・之脱落しマいくいぼ初杓が÷
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訂貫一↑け・いし一ん…い1．げ和ピむ、辛因秤性けけ

1肯カを乱し．マ取1マ＜三ヒい1いト、今1／1一ヌマ
ート過ノ’’マ、 ゼうももう／フ並．カが・ないい・プ3・ラに、

私なん1・ギ線のプラ！ア／ン1ナ㍉しマ産ヂ建蹄
↑1馬瓜にげ、尊し．’？、そういラ批判もしトこい8パん
7” ｷ。

 カハ’’すllけ吃い’いわれブて、ヅ次マI’局1ガ／ぽ穴孜の

方が・よ／ぺ夕一なんハいうこ川、いプしい一 aパ
乞航訂的！二右’’げマ1・すポ、4れkもいケし競言†ち離れマ、

突干零にNη符っノブつ一兎帝1ザバペ合ゲ／・わ㍑ん
τ’すガ。

石jリ これ（寸認一戦’η作法ηすべてに亙しIるこ乞7．’しょラ

ね。ケ牧の移弦か川亨女七いい1、本質㍑復／1
㌧列z’’ ｳ書よラ㌃硲童セ荷っブて人㌧ 々ういラ和ヵηな

いxヒあつますハら桐。

 孜バ多い…・ラこヒけzっ列利益が巧って、／つぼ玩
書†的な外耀バ叶学に客引・㌃フて棉榎幅が・増すことでI’す

バ、い／つ（京、初ゲ訳げブ1打†仮記以外州雇が等

亨圭すしいべZ．’言1、っ事つ新しい脊引・フ㌃パ1宕修い
う・㌧毛見也・しzげ㌃ら㌃い㌧思います。てmすわ・ら、ヤ

む毫得年い場合以外、γ荻マII岬よくないヒいラい毛十

ノドいっ7ドくへ’今？一巧言ヒ馬います。

 形すろん・増ムさん・一の本1－1ま、景初（二笑碇言†盈ηヤつ

†ゼ方やん．㌧争いマゐきわけゼ、本η表戸色が’グ放列ヒい

ラのそう戸、存が一ト杓η誤解τ．すわ。（実フ だ一右・ろこ仏1吉

妨叶竜便ラ側つ行動ゲゼηよラなむっかを知ワていr二ら、

もっピ度重㌃表現z“ち、ドセ啓フんマいす。実地に税計を

調査すいどは、斧／幸し／ヶいゼこい’・、辛労1で‘・・ク
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なんz’． ｷわ。掃ト脇ヵ号には、ガ㌻ク毎．硯ちわ・ヴ～こ 乞

が．避けら←い。け研究芳は一自分η仮か1・’正い’1

フーいラいが’明確仁†れハブよいザ”グマ、病斤盲
勉准しようい才露ボマない。1！’か4花言†つ本η。ピ1

しても自分η研究ト多マけまつゼrハい1ぺ一ソ’壱嗣
いマ、例摩しのヒ’ぢっに計算し7、待牙わぺ炎仁ら喜んマnや

め3わけで寸。だ’がらか布も検定．してないし、雫ボして

そつれ亥て1いいハ・ゼ1カ・も重視して、相関行列も見㌃

いま汀．ま成が分析奄し7結．論け甘い勺＼勇まい・

論文けて／l。
 こ沙（育税計の専門琴1こ対す三注文て‘すヵぺ、やっ．fプっヵ・

ひ／実踊印汁砕い（解丸音な／入門肴～いくラマ

い“’が㌦い1、間圭い1ガパヅ．い㌧八舳けい
え訪で・ノ呑縮z一すパ、国民生清セγダにこんな芳情1べ奇

才ら水rてヒい）、乞z’’す。 zの人1よ天才的だ’ヒ馬ラんブ

すべ、「1一スターけト・）・麦粉亭各い7流し込えlH、ス

ザソ千毛入かrてけ仏ゼガぐンがIτ’マなかつた。ゼラし7．

く朴弓！。 亡いうんです抑．彩計亨r苅すぎ誤っ（瑚碕

ヒいうηけ、えマしてそ〉1ヘラ毛ηて’乃タ．⊂実ノメーヵ

一咋から岬けえい…一麦粉宅洛い7流し込んで’’、
スイッチー竜入ルzや牝げ’ベノが’マ’’さ3肩乏考戎をフく和げ’売

いいいllけ丸ブ・かなt｛1バら㌃い。碗外字方
は、幸外そラいラ展椚方のとつびな行動／二1有閑バが．㌃い

ので’ A 矛電読デを正し＜づ更えヒ声げぢつ しナ多。 そのことは

間孟つU言い㌃いん？｝すゐぐ、工一サ㌧とけゼんな4のす

こ“いイ的の彩グ｛．い・1リを考えてい（〆＜こリ／埼

専ブけないがセ馬います。
カロ納谷く同略ゼす。税計学開仔η人と医学剛季η夷隊
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”工一γ㌧いギ’ヤップが’余／にも尽きい。旅布て’辛い

て巧バガ1牧学、苑汁多聞仔η人斥すげそ払τ1耀解z“市

6んz．’すtアトゼポ冨字同／手切多く・／（ブ1すけ、商淀乃

1い（ガ尺享巧放表詳程乃いト勉雄け祥度プ・すがら、

政利・H拘．象的な李昆にい記111す・おそら／7がケ
七＼裾拝て’さ㌃い㌧思います。初々ト同吏が’’巧フマ、その

岡遇に対してこういラやつクか一ゐつます乞いラよラな、

自かブ1言州突博に施い7い多具体的別廼ヒ孜珂か雌クフ

い・いけ1な岡葱秤大理万本バ’巧Hす・’いい乞思います。

 放耀航許学的ケ本で荻ボ戸＾什よる説明い・ラ川ボ
おそらく（禾んの一計g人毛津い7ぽ・㌧んゼ硯秤7“言㌃い

ヒノ等います．有名なホー二びの・「初手稼訂享。1す釈坦り

（て辛いけって、従～衿／使っ・いケい。高徒拷度θ

択学グ知識Z’’狼外字η硯念1ウいい1い寛解1一‘バ。その

よラ㌃ずく’Iトr・本わく、胃卒7“晩だ、医学η人（すに句ケ

て女ぞいけ三’ろ11・。医学り沖けゼ．童即～よ）㌃
例延七…セマいピ1、紋式・μ’‘げこ一’施明レマ巧言辛7’’け昇禾

が一 ･がないし、ラ百化不良1・ケ召ヒ尽います。医学n人ブ・

寸ηオ象にし〆、紘声学索い影言ナ字η純念をナ分爾解

享七得多、やマしい、寸ぐ和岸本が’みれば’、いま吉川允
圭わ・・芦つレヤ、1し、ブて上1な間色いも、ハな’／防fブ1ん

じ一やないボヒいラ気わ・司します。

ノド田丁 あ’閑言しマいますとまこり㍉ワヒも㌃こヒて”、

便1方つイージ’一寸㌧．いうカ＼曜解カが人けへこヒ
に捲計学を史1ち合…古谷1初テが’ピ亨マい・・（い・

うしい三尺亨言乞ころヵソぐ乃11ます｛

 6ラ／フげ、確がにヶ孜例川7II才多い・ラこいけ
よつり差捌亨←過さ・・マ1・6〃七十ケいがし1・ラ〕こ’．、
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、穴孜ヒ1・／的、ボいけいハジプの秤フ、弟はヒ’I盲

川㍑七ぐ竹仮説乞いわゲ1い、仏1て／フパ浮仮説
をフ／l…す・会体を才碓しマ・㍑中セ’ら／フη1レー
〃毛見に五視的に児女す，同筆力ヒーラむηゲ乃つマ、そ

い蓄据／7、きブ・枇訂舳大理し7／・／／いラい古い
材薯ブビ忌います。洞牽カをいマ直娩ぐ塔し・’汽こヒヵべ
正しいの古＼といラこヒを非常ド直雅的に追．っていく血わ

｛机言ナを夜1脊当つ薩醐味ビヤケ／・が1幸そ鳥ラ7い
るわけz’一す。 そラいフ面τ’、隔床ヒ服4す・・、 医学蔓十三

すの繭にけ、税才以前η孜京’乃多いけ孜宇に汀す3、余

りにい一シ㌧㌃い・ラヵ＼据解っなハす雄かにあっ片
い害い実すわ、。

 現在で，ザ私刑者㍑’I乞、移言ナ1ウ㌃予浅を駆使してレ・

ろんなものをや三湯台＼1エぽ、 システムを理解しなラやノ丁

｛τ’亭なレヘりもい表すわ。こ八本杉マ’’ブンヒ㌧一ノて’女

てくう㌧思います女ぐ、そmシステムに灯す多苧備バなく

て．個んヵぐ何右・ヤ1だ’ろ㍑いバ1愁ビが’タいって寸ね。

ゼラ・己Nのサイドに1す、システムにノ††ラ現解七べ六篠い

よラに思いま†。

 だ’がζ・いままでt’つ批判も，税計玄看け・は忍1・毛

よら仰ご判を受げ（い＼誤解毛1索なげだ／hけ、を
んないけと1プ㌧すクて・・あって迷惑千フrで’ろ多ヒ・いラぢ

孝之けきゲ・も！トませんね。そラllク、主にフし・7、柳

）リ君はシステム・ゆなむηη追乃すトずく＾れ・こ石’多ルタん

z“すがい、ゼラ思一わ仲ますが、

抑／！航和事η孝！医㍉専門孝ぽ、／・まま・”独レ
て汀1内ズかな伐1。自シ、人台べいろいけアーマ
ち就訂舳て於魂すい声専ヵべ巧フますバ、ケ七・い・稼†っ
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専門納まで1・入っマいくけク1色カ1べない。枚享衛た

ア～げで’アレいノヤI一が・ぢこ3人外、 を学つ遂頁峨にぽたくぐ

んいます。 しヵ’しゲが一÷、稼言†ゆ㌃処理をやるゲげルけ’’

㌃ら7いし㌧けよく、知ヲてい多わけビす。 あ’そ÷く娩汁

η専門孝右すも・良野に応用すポ良隣っ医学っ剛建い

税抑㌃鮒1当てはが川こ、医業巧等門佃に人
ソし人ピ’く言こいすむ’す・かしいηz’’げ㌃いznしょラヵ・。

両方令ぐ褐干つ碩域をよ（耀研レ合〉こヒカベ碁辛約／・重等．

明恵て寸わク

最初つデーツイハ吋ハ・ザ乾叶列人けと医学つ人
τイが’一依に方え、手；土いに何をヤ．ろラとし7いい・を

7｝ハア竹予雪解け上て’仕亨を’妬わ言／×耳か・パ。そし

いη待呆影訂的に言予価すけし・1†れ’、仲字忘追

ゲい七・々’1ル！τ・いけ㌃い。医テ三わ7パ方にいく

1亮訂を裾野けよい馬1マむ脹早ガ～ま手
 国字η面て’’、ト㍑／ガ疾病ヒ発震専因㍑因果剛牟を

考え3場合、医学師な布耕11合荻↑い・ビラカ＼同並列
科学⊂生物亨，痢据字㌃ゼ）、臨床医字㌃ゼの面て・・すて・に

い・っていいい矛盾壱く言え明？’．～い・ゼラが、レ・ろ

ん㌃こヒわ・＾ろ言。 そういつr（こ㌧毛衝合し十上て’．、稀オ

の年門の立場から、最終的1て碗†白ラケ又～梶毛やラてい戸

1三け阜が’石1。ハ（1い斧呆をまブ1詩論し合パ秤
イ面しマしへ七・デ～げiトけいな’ら㌃い．孝子いコンビ。エーダ劣へ入っ

てく3ピ ますます複雑な椀計解析ゲ可能になク、 われ

わト邑字の平門家η手勿届が㌃いえころに打ってしまラ
のマ’．（ポい・ろ）カ・。

／ト町しかし一11女いいまレハ、2・千一・午前卜比
べ与乞、いま（†稀せっ惑が易3わけマ・・すわ。おからナよく
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て6耽訂を使わ㌃げHブ物が．いえま｛んヒいラい1ポ
皆ざいべ理．解けし、同意しマい多いいヒて・す古一へ、

先（け’バ／い、い欠い方子岡適バ・あ1。あ3レーはま
（、伽†ハゲ㌃自体トけし序ハ・ケトは’，1・げ㌃い、セ・

も易つトビいいいぐ折線㌧しマ乃ろ。

 しわ・し、穴け抗外れて1す、耗汁‡田1・いけよ
って客観的つ’評価州しやすく㌃ラブて。こラ1・うしヒ・はさ

わわて巧アニっ具えのこヒです！†牝ゼむ、医学η場、含・にけ、

緒訂けフす／対処／1ゴげけ．’いポ£いよけ状迄・一ろ

フケい亨寒ビやな／・川思いますわ。
吉）けいプ小、（ポ’、春度医学つ笑碇（ポ動以瞭ヤ討庚
管唐養η！ぺ1〆てIけ、条／†を比較舛耗化・．・ブハ犬蔭τ1

すわ。実検訂画1いい1ソをゲーゲ・・いわなく〔、
試倹管3・李い・ノ条書則っ条件に／リいて．、市ピそηノ差

毛締をト調へげ・れず句バ・わ七・ハいいけ、税計
学の専反て’’疑恥余地もなく1月碓に㌃つまけね。い1

まズけい1ドすが・、・・午前には、何例中珂例、存意
表（吉と開いたら、「布意表フマ河マ・す土1、 ヒし・ラ馬1／寸ま

で’’。（笑）そパ’／ぐパい吃亭いウ人バ’いなく㌃ラ（んで1

冴トハ1確実に掃せη塔が二ろ／ま†．

 統計学危率入しトこい功坪つ功利すプすバ’、青本η

㌃知剃す完全い一般んしてしまラたのマ’’、いまマらいラ

ηもちゲレいくらいゼす。ヒころ令ぐ一束碇芹風る立てな

げわノげ．何ジiいぬよ1な、ドロダロしブ1一臨床や7イー
1レトの疫学て’’η辛反｝、ま1～問廼州’残っマい多。そラ

いラ碩域τも、／ついフZいい川ま、葉Hす曜／ません
が、治環一桁てフいマの評価ぐ、耗†的なI敢宇に碁つ・1く

明確㌘も．のに↑っ㍗一の（す碓かτ．す，劾がないしけ劾か
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㌃へ外科手術にいポ1う！・1条件グ㍗5子圭乃
苧け彦1ぐろいゼπいい・い1よ1㌘謙帝1す、3・午以上
前（二げ守れで・し汽ね。いまで’け多、匁そんブプニいすτ三’れz．’

けけすぺ、いま青ゼ～知ナ手…ボ手／庁術式・
効果ヵ灯キ生存苧で我い．差が一々ハ、け一き1条ボれ

1よラピリましブ｛。こ1レけ医学バ・がな／喜硬化げ

証拠〆乞馬います。

小町払け、国タ幸計学にすけ1わHま客観化しなゲク・
やいげない1、亨・いい稚げてけいナスすから、り
いう面で．は、匡亨を叶学rす3r・杓に稀訂チη率トレ汽

役1’いけサ市卜，ぺい㌧い1二け．れ

．／ト田丁推計学ち幻ぐ’多同創㍑の辻にい石・言まして、

い沢！すコンビューハ導入乞い1いバ訪建トいわ
けゼすバ、古師匠亨の中1・．1才、定ぽゼいわれ・よ／に中

米俵査室で、検査毛ゼんビ．人｝一定η†弐’つもりて処稽

していく、そポnレ1てつ意味ブ（テをすい！・1”ガ

ら、計量産亨6茎、ぢそつゲ・／から人フ7ピいいわれ
多、

 一方、 疫㌻け な才定言すz・も 、 一走”す・弐・て一種一ぐ η 事象 を

見ていくヒいうこ㌧が年末’マ仏ぎ。こパる合／・、コンビ

〉一
[ρ等入わ＼．欠ざ㌃カ毛帯・碑す5 ビいラ．二と（てなつま

しょラ。しかレ．ゲ（て訪パいくまマ．’／て、一応彦字1ハ

解析パ允杵ヒい1f一つト触朴7サましょラわ’。
嶋本疫学の丁は臨房の立場ヒ直いましマ、剛まピ押）り

朱雀いっマゾられトよラ（二、既存のデ㌧夕τ1後ゼらそれ

を今祈してゼラビといラこい、ノド町岩室が．紹介れし〔

椎・不μけがIやパち’け斥既存η緒訂穿舛を清岡
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してとい1段階け確占・卜乃つ3／（，
 そη後、 ト レえ1τ’比τ戎にら・いてデ’一ノ を、 メ ラー車つ

デ．す’’イ ン η 己 ヒ に実障い とフ マ く 多 と し・う こ と に ㌃クま

す㌧、分ノ度け、だぼビη少荻例η同ノ適なんいヒまブて透ニブ

r、そザ佗域巧粁惟ヒいラもnを卒当に代．表1帰参に1才

と’’1いラ〕すをすトポいいり七・。ゲ（1、充はゼ小剛

れ1へいわゲ・．ヲγダムすソフ1／ソフ1バとク†け
3ヤ1ノう「セ、 イ4へわ・÷→たン7olノンタI．て一rτ㌃く、 ／79州

域をまけい一て！まラビいクよ1な・んむっヤ／
市ズ尺体塗んで’きトんだ’㌧鳥います。

 いハす“、稚．訂宇自クド布意表が’ゲい・はい羊ハいラ

しヒトけを、単トが、断繭マ’’／フつことにフいマ1・ち’ラ

Y＆え1ギ、こい打1例あ～ボで’亨3い・ラよラなご吃z’1
それわぐその場限りて“あれけ’‘て’’さ多。 しかし、 そり後毛すI’

ワヒ系乞けマ7才b一アツフ。又ノクデ‘イーを4丁7Zいくとい

1しいく、慢性疾、落の脊宝隼因を妹！“す1場合ド
｝汚要㌃わけ7・・すけ朴ゼ形、いい1役・も並豚してい

く．」．布くやっマいくヒいラ、ヒをヤ3場合に、アドラン
ダヘに選ん。｛．夕・xの人バ、吃～乏わす’Iっヒ調査をす3例

の人．岡七人間身けコン！クけ伴っZやつ7！・げい・と

し・ゲ㌧ピよい、実浮上、月η側、定瞬／け1倒勿大
岡せし7咋亨〔てむす’小しい。ヤ3例の人岡は．吃こゼラ

ゾダけソフ／ジブ七い’ P立場よい、悉帥／小千秤

㍍7朴よ1㌧い1立場はフマ並パけ一1い1
、㌧バ流れししU本六才いい手います。

 その結果、r・㌧えけソ〃θ人7ら／ク〃火しいラκ・eか4、

ます・セパ†象会・伸パ陣袴を頑㌃、わ、ないg〃く．’らいη人ぐ

毛ゼえセ、そ女しを追跡調査！zい（。4して、7てけ
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1才．’胆手†乞が・べ臓病といラもηにフいマ、食べ紬τ一ろぎ

㌧一べ。 労働ハ→だ陰マ’’巧 3 ㌧ ガ、 いう い ろ黄ネ。に調査毛4了

っτく択路、そ和がらづ＼度並跡毫4了7て・そη間に勝率中、

～臓病古べ脊室け、早いは発笠レない㌧い1／い、起
ニレr二人・老いぐなr人吃いう親友Z’仇暖レマい多、春

本1ウHドういli楊にエフ？や、ブく。

 芝1いう立場に立つヱやっマざますヒ、先1茅ゼのナ荻

刷の夜討といラこい離れて、かレろ八マな／フ州凌句
といういピ追んzI’汀1，レヵ・し、しラし、う慢性疾患1・

かいわ・でく言病気を一起ミ†、巧言／・ほそ←に岡皇す書

ジ等わH耳因は、非常に（く†ん．種碩か’・易3。ブ・ヒえ

1榊卒†い一でみ？ガ狙戸6割追しそウ声、ブレス
ナロー1ジ戸んかむ関息す／がも←グら亭い、穴／過さ’’？’’

巧言レわ・、や七過ノマ“7’．巧言㌧ボいラし｝右ぐ岡逸すぎり・も

わがら㌃い、ビん㌃食べ物葛ピんブ8ぐ’あいに．食べてい言

が、巧書いけいシいラ労働豆しマぢラヵ・、いろんな・し乞
が’ ыcしエ育そ）だ’。

 いす1し、ゼ・困弄が一琴ブ・して関連判・‘洋“だ’ろラ

が㌧1・ラ㌧つに、ブて㌧川ブ血斥が咽皇が・洋そラいピラ右・

㌧い1二え｛アを率1二見ぎだ．1アて．すヒ、発作毛忽こし六

人、疋⊆．こす㌃か・た人つ両方巧血厚の分・石つ追跡調査を

行っτ・移果、旅つ逸っマ調べ’マみ㍑、月・よそ見幻まつ

くわけz一’す。しかし、血圧も岡遠州IスHうブ、肥両度

も巧クそシだ＼ゐろい！すお酒つ欲ふナ．毛劇盈しい〆’ヒ

いラ、いパ・くさん実マきます乞、分度はそ1いラ、関直

の片っ々うな因多だ’げにフいて分1〔ブいべ幻Zみ（つ？“

け、巧ハ関連しい、ニハ闇吏しグ㌧いう1ジ三‘
げて一、弁当にわからなく乍っマくラ。
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 そこ7“困っマいトどこ冬へ、 7ラミソカ・ムス・タデ’イー

が’、私戸すヒ回しI’よラに、脳卒中し’イ㌃くζ向こ1ぼ心

眼病わぺ重、圭、〆つ7・わ（アブすバ、、を二に多妻賢解析η方広

ヒい1い毫導入しブニ。

・ト田丁 タ変号解祈に行くまで’ト、芦セえ1プ〆ラティプソ

人ハい1よ1明廼一れ1け匂いろ．に娩㍗手法
㌧一／・ラもη由く＼・一。

嶋．奉稀計ηチ1れレてzつ、3つ／項目を、一ハズ
血圧が‘高くて爪フマい3ノペ、血圧け高し。わぺ爪フマい㌃し。

、人㌧いラよラ㌃相み合わせわ・’ゐつますわ。教フ中・頑冒を

相み合わ七ていくしいうや／すピ1やって、そし？相巾ラ
な病丸を起こす危旋ン交毛見z／・つ仁わけて・・↑げ柞．乞・・毛、

々二τ∵…，

／ト町初峠宰耗㌃禍恥が、い小’胆宇中1血圧、
高血厚布の欠現頻度ヒその地域η胆卒中、1それは正巧禍

岡い、湘同岡承0．ナ。そト■ケマ’’鬼η首毛取ラ（よ1

卜吾ポXけいんいいぐ、けビパポ・率3ηフ。
クターみへ加わつマ、丙すト岡皇すき ヒ江・・ラ説βポす3っ小

㌧いう芳えず如へ一ドんだ’ん去てさ7いい’’しょラ、だIが

ら、そつ血尼けぐ多刻一�ﾘ聰けわヤ㌃ヵ・㌧、レラ
ティ7’’’ノ又！茎ゼういラ・3＼ラに多平イ局レていくヵ＼㌧い〉こ

吃バ行われましブて。そつ迫っ功勿方をケレいワマ．毛4わ

い、宇よう列生庭にすいけクド＜いヒ、りんだ一1ナ
朴ゼ。

ヵb孝内 レラティブソスク㌧ヵ＼ブフ戸’ノ字りユータブ’1レソス

タ乞州玄いフゴるから夜←れリラ／・な。ブ・んブいラ
省＼。

柳）りマ7てオジ（ルん左・んμ疫学つネ（｝ノ・一
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机1・／・81・～ん・ん、・〃午・旧版）“・レラア！ブ
り又夕乞アトツピエーダ7’・1！1ノスクη両方ヵべ、定茂マ→・して

い孝す． レラティブソスクけ、巧言阜因い曝露亨牝ブ1夕”

1レープヒ、マパ・いノI’1レーブい岡卜．肩気つ脊吃い・

死亡わくゼ外くらい違一ラ七・を亨っ比で．’禾し7一η7’‘す．

 いろんケ国ナが・い一プい入、でく1い・うこヒビ十大

仏ゼも、学純Hす、言回べよラセすさ両群力率η比な7・

岸い／ビ欠却かパい京h・1レ、セ作で’艀に虫ない
工う㌃毛ηけ、一件疫テ的にゼれだ’け列喜咋わ・・1乃3が、

㌧いうし吃に㌃多乞、巧ん茅フ喜咋巧㌃い場合＼バタレ・わ

げですわ。

 い‡疫学に芦け3税計の利引θ列鹿が’女ましブてカぐ、以

前、急性イ考宇病バ中κドっブてころぼ、そへげピ碩稚㌃殊

計の了浅はゆ阜て「↑㌃かフブて。そ杵州慢性伝窄病に麦わ

ラ’yざマ、ケし複雑に㌃ラてき汽。しかし、瓶杉、人口
癖戎の窒化いガ乙、昨感染惇・床患、す乍わすバ’ん、

脳キ中、心臓病㌃ビ・巧成人病、 亨らに難病、公膏をと・が・

岡遇㌧ポマグて。こトい病気列発笠HTタ／っ国チ
州長い酬81発み合ヲて岡阜しマいい方ガク。そト
電解きぼく’’しマいくH玄、／人の人恥㌧㍑て“に圭亨

てさR温云のいろんな要因を調べなけわげI’なら7ブいθイ

1い1トい1て、俵訂即宇予テ亥（寸重要㌘所．器けダ

 多くη年因ηけそソ・右べ！’Iラい1次割い果ポ7い
るが。疫学才湾誘・1一寸、一手す・1訴追疫芋的な場面ボろ多。

                         4病気の小卯咋岡的に吋’う右・、ゼラいうたドい肩丸
がI ｰ 1へが・ 乞’・ラレーう湯河丁に多 い右・． ます・病気汚分布そ？’．

さげげ．詳細／1詑泣！て、倒逸等因をタ／舛困の中八

ら探し虫亨㌃げ～プ与今ない、劾亨的い葎し虫す方法ヒ
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レて、税訂亨η柔汽しマさた夜多1」ク （す大きいと丹い孝す。

 疫学の分野τ’1プ1ηよけ仕事（すタ／行け・いま
すバ’、ゼグげビ／ま一マ！まフ・（よ、ハ／毒味バ・

い。牝存資料弔い一す㍉・率ボ字・、げ・之なんバ、そ

トで‘よく／ト町も生トい・られ・いろんマ’‘すけ件ピも、（芙）

重専↑国バ受っボ桧いジでく3。疫テハこヵぐ又ノ
ートアら’セ足ラんでI・す払。いっ1㍗いあ書阜因を、劾卒的／・

、集・ハしぼ’フて、い！ほ’’フた専因七べ琴たし？病気つ脊

圭に岡阜してい1因子㌧し？玄専マーいハ・、最終1gト

げ団栗剛手卜川い・ゼ1ハいうニヒまで’‘行千・㌃げれ

1パけいわげビす一1パ後は積計学け常．！1重要
な伐剖’）を釆（Tゼしいげれ！・・毛．移言ナ字よ・いむし

ろ生物宇ポ岬かの1・ろん㌃碩すれη間作を労ガ1上て1

進ゲいパけやいけないんし’．ヤないが映い宗す汽。
ノド町 そこ¢㌧ころが・一番六字㌃ヒころマ｝、7・すから、

疾字1一い楊朴、い†いよ／卵がい分仰に川素卜、

マ7口㌃親．ζから1レンビを見1ピいい乞む’、十一プ
／弗言立η等ブ1す／っバけ伏害／つ・’・すね，ピハー使

（つ（玄、冒牢人列秤紋を見す’に、ピ1η疾病む同し’’よラな税

念ズ1辛ボ1当Uハ1．私㌃ピ・劣べ＼舛中11ついマけ
そゲ沖孝にヤバ条！1い。マい1ん・・すが’、ます“マフ

ロゼ世界の中例日本を兄タ、景辛η中η春枇を見多、各
化の中の素トいろん㌃職域、職種壱見書、そつ中ビまブて

個、ん㌧いラノ1、うなこい・なっマく3。

 こト・（ず、合部非常にソソプ1レいい・わし杵まセんガ、

ヤっポつ航計毫使わな・けト（プ‘Z’’言宗いし乞て’Iすから、税

市の功罪ク）功η方だ’。そんなリあ〆…家之七十いへヵ、

い・し・†ようぼヤっげ／そ．ラいラ諺多しナ・亨ヤい1ナな
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い。そトーの功レしzつ評価け市㌻ワ乞立ママぢ川㍉い

けま七んわ。マクロいらミクロい人。7い／ヒいラ分布
の仕方。

 そのミ7口へ人1ていく過祥ηグて、いみん輸核討η

な子形も入っマ／参㌧同時卜、いまい←杵ブ1いなま柳
字1ラ七・、医㌻負フ乞い1ふう㌃意味つす一ぺ一イの方浅が1入

ってくさ。．こ1いうしヒわ“当・担7｝乃い・をががわらす’、

マ1ゲよ観、之がらっ椋訂パいト十卜、いけフミタロ・

㌃観・い・いはハ、現社し㍑い1こ一本当にあ／
ますわ・ら、マクワな親恵かζ勿芦’1苛、地域希師、レ・ろん

いのい果（レブて争え訂～之割／1ま作常1・一ぺ言い。

ノド町 そラす三ヒ、いよいよそこピレトロスペクティプ
なヌタ ディ 一 セ 7．oスヘθ7 アづ ナ’スノ テソ 一 セ い ラ もη、

ニ ト・け考担フロス ペクティ フ’’スノgテソ 一ηすが’、 いろん

オいい＼’正確にわか3、佃がいごヒわぺ1わゲ6い・ラこヒ

でいいわけτ’すガら、 レトロスペクティブ’’スタデ．イーピ

八イ祭の勘どころち才甲マえ7み㌦、7、キトプフ6ウスでタテ

イ7’’㌃デ十’ハ／の申に才†っ7いく一これは幻苧1々31と
です。

 フ。ロスペ ク ティ フ＾ス ダ テソ  一 η 中か ら 女 て 守 z い 多 こ

乞、 充（子セムら本岩ヵべいラ？いブくレラティ71・．7ス7ヒし・ラ

い。レ・かし、そ列申に」け・ま（いろん㌘7ア7夕一バ
最在してく㌧キニ1、まブことnういラりスクヵべ、いろん分

ウェー／を脊す㌃バ．い・み／台・一てリ声・いブいろマ’’、

いよいよ計量酢の十マ”へれタ変す秤祈ヒいいつ
か“登場すさわげ？．’すわ。書1リ完す、 その迫の前後θこと
で一 A珂わ・ゴ発言ろつませんハ。
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吉川最初．トダ葵号解析ザ1をいハニηて・、すよつピ
関連しrて：｛二限ったいと、堅・ラ乃ズすヵべ二伸〕り完ず帆∴

仏窄病・時代’にけ令／禎升学を使ゲよくマよが・床1お’

っしギブ〔よラτ・すゲ、検、走感度を上1ブ多（わに絃言†テ

を皮わ什斤」こいぺ・ろ3んτ・十栖．グてヒえ1プβC年州雁か

ト亨勅で易いい1州、．純計調査トよ1Z杉か・～
結核（す、ストレプトマィハ／1いラ圧制い’劾呆書．洋つ

物質占べτさトら、 々列伝け椀汁η工・せ話卜余ノ㌃’らすl C・

よヵ・つr・η？・す桐。レがし、杉で‘ケ率’づんが・、イソニっ

十ソ‘酸ヒドラジドηべ噺バ’日李んヒ欧米人ビト違ラどレ・

う事良を、手先計費秤琶夜言†して祭見言←（んビすわ三つ

まつ奈劾雫つわす・ヵ・㌃芦わ・与、 イ ソニコチン勿更ヒドラ ジ

ドη代・甜∫二糾してい1群わ書1r圭が・人権にょフz遠ラこ

㌧キ見女†外仁和tナτ’すから、いサz’．（ま過一玄ηむ巧ド㌃

フ 「啓窄泣セい之ゼも、．孝之許的㌃手法トよフ 7づ反読勿夜

圭一愁度を上1ブ7亨ブでつ1す亨実z”す。

ノド町斥だ“、急性伝窄病つ喝今は、直球的な剛字州乃1

丁二から、。岐的いウレいベタ・がラいい1か子1’・

↑わ。

有川い一ら／律核1寸↑いす七・㌃い抵がべ積半重わら

い汀・段晴ら岡（1，紘言ナ字1τかなつ医師1・信㍗仏ポ

いヒジい・等／・ま、魂存吋・り／舳締ド
有効な海殊漢士＼’で書7、ぐ…残亨仏た成人病に河す3戟

彫冬は千いラ㌧、ヤっ1す’フ移核｝同ビような手帳でブ丈めて
いく力バ当、担η筋泣て・・すね’ Bフま7、考えられザ等章を
逸次丹念に税計学師に史ク’ ｪけ． }いく㌧いラηバ’、われ
わわベネ末γ（甫㌃がろラ・か㌧尺一1、ます。

 前置亨バ・希く㌃つ書した台・1’．多変量a清にヤ。とブ・ゼ
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つフ亨ましブニ。

 いまマ“も覚え．マい1”1’’すべ／戸〃チゴザ判別分署一」

竜やリベい㌧い一てエテ卸（・い・け7いバ1ら、宮脇！
男充いく当時助放授マ1．しい・一、「ぢ医方ぐんけ1ピタ変

量秤祈まズけ／㍗まけが・1いっ（ん・“、ヵぺ一八
っしト・、ヒバ’ちフます。⊂芙）工学n分野7r京タ斐号一はろ

いまえヒヒいラ時代’τIポわれわハす精核・が以発し

1、成人病の国バ今祈！い包1・1段晴に㌃パ初や
えタ変量秤杵1てトゼl／つい7“が・幸実zごす。ヤが’マタ支

考い時系列の視念力ベノ＼‘ソ、／ス7岡放州使わ件1よll・

㌃っマ、今胃τ一1すカケつ棟失カ右べよ．く㌃ラ7コブてヒ、早う

ん？’’ ｪ。

 しこz’’タ変量解析ヒいフ、がなノ融孟津ηない、使い

にくい魚河を使いいべら・てI’汐実用κしマいさ例ち／7中

します。々作（才東大の産婦人科の坂元旅授の放窒て．’すべ

こい’’は、分・娩グ1めにパ室しzく3島方ブん1才すべ・て
判別問荻スー閭Yクを芹草す3、釈授の前に分夜η・当直体

伽衣走、乞仰3’．に行くヒ寺け、・刃で判別問杯値毛一衛に

符っ て いく。 こラしマ沫わト子、怨ぼ、 ます‘’／っ ヒし7外

外㌃いい・ラしヒマ’．すが’、これけ非幸に季徴り㌃今ブ九

 タ変号’解析は，テ㌧ノクの欠琴台べる一ブ・い1すます稀度

バ‘ モｷますが・、．加華人科け受腹、域長、分娩㌧いラ形象
ヵべ寸やんい硬、冴毛踏んブ追行すぎわげて・・すヵ・二一手折宇

くえレ㌃tTれ・1ガデータげそろラ和けて’す。失虎を斤ラーマ

いう同ト デーノが・収率ぐ朴Z当一迩なんて一す。 データの定

器のぢそれ州㌃いヒ、 ミごまで・実用κて’．守3． こ和けタ

変量解竹の数一ケ㌃い実用例っ／つだ．セ忌います。

ノ1・町 ほりろ乞いうヒ、ま（之らいやフカべ尖マ寺ましブ・
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ナ、

↓。

加納 払もタ変一覧解析毫使っマ育たんて・，すヵべ、rニブ～．宇に

視察ブごけを解析しでいて、そ仏・バ・本当r1宗1字に1文に立つ

いハハーラ1い、、いゼブ羅剛1房いいべら依
っているような択想て“す。医学においマけ、稀オ字け目

的て’な〈、 あくまブも子段セい・しがないヒ馬います．星亨

／てちいマけ、ばつプい役に立ついを．不†い・ビー評価

しマ／グよい。タ変量解析を紀訂チリて勉残す1ゲす
いいんゼすけ→ヘビも、 笑嗣惟ヒいう、ξ・て”は・期4手し（ほ

ゼの成琴ガ、／・まのビろそ川？ゼ待られ71・．いのz’’

け㌃いが㌧いラ冬レ’’が’す1払けプす。考えすし←リ†み’

もしろいんマ’．す1ブれピーも、実ア案に二句よ〉に役に立つと

いう衣走偉ワな説得力の易3矢用例由べ、使わト（わ／／には

まド余フ女7いないしいラ叩多を受けます。何グよ’迎ひ’’

的い・フ感し．’すらす1わけビす。z“すか与、いまっ允ま

ハドー しゃっマいブニつけ、昨争に貴重㌃例だ’乞居います。

吉川 己ラ／フけ、リス7岡弟文η考え方右べ入っマさて．
／∵砺梗塞や肱卒中、 こトけ・ト町え雀η青首㌃沙仕亨マ．・す

カぐ、 允ういう老巧トダ†しマ予ラ則巧↑能1段ハー証明マナしマき

いいいヒも、非常1く・重字ぺい尽います。斬伽・
ら会演まズ．医学の中／“生化学1・b，て、6グとしマ

病気毛詩賦す1こいリみ皐叶して汀・、ヤ1・乞／スタ
岡放列片川ブて．’、い㍑マ’コレ人アー一vか・暑いといわ

れていτ“（寸弁当なハ’ヒいラ九厘いべ可能ドナよパ・ク
て’’すヵべ、こトは純計のカヵぐ既残η楴合（・痛～ユ万・パンチを

手えブ・例と、害レ・ます。

 それから医学の側て’、稼訂ヤ多変号解仰毛ヤワてい3

わトわれ自均の自・己仰判7’．すが’、数午前η 「医学ピぢけ
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3コッピエーノη吻罪」 ヒいラ諸テ文つ中に非亨に育耳ケ
τ㌧もド． ﾂいzあつ茅す。 ます・茅／に、コソヒ㌧一夕ζ’‘ヶ

げれけ“稚灯に7”さケいい・ラニヒを証明す身亨例が’．ない

い一ラ、ヒビす。（笑フ 茅zlま、前芳乃欠放に字。3ベニヒガ

余／（ヅい・1ド／いラいて’す。椀訂李ηアプリナ
ーシヲソにお・いて医方士ぺ犯し（間違いも、こη2つ〆と
、思・うんτ’す。

 いけI、判別問孜ち使ワドわに、人工分丸人工
小榊ゆ卑デ比例を的破い・予測ピ白、租桐乞いク礁に予
利しマ、金一分ブ8労力を有い7てヒいラこい寸明らかに評価

され呑す．しかし、い巾｝例川京、判別／列玖を棟、
アてト片1二死亡率バ’減・にい・、一退院∂荻カベ碗まつ㍗ヒい

ウ明確衛力雫七仇岬うhヘトい。そういう言τ於バ’㌃い

バ仁均い、汀づ‘いい巻付で・辛及ピ丈い。
ノド田丁   ドガ ら ． そ れ（本カロ手η君カいく フ さ い ラ （． 作常に ネ

ガいティブ・しいラが、寸よつ ヒ悲観的ヒいラわ・、そういう

物。考え†け確ヵ・（1乃1んで1寸払ゼも、そ川場合Hま、

勅許午浅て・もよつ色ん氏’．いい定ラベ、寺沢謄に㌃いヒこ

らf二亀理いイ史っ てレ・ろ ㌧い ラこ ヒバ’、 神幸卜大さ㌃岡趨

いプしてく言わ。
ヵ日系内   吃 う い う こ k も 乃 参 と 正一い ま す．  危け ゼ力イ列1す、

か㌃つ条仲が．設定すれ1㌧いラが、汰まつ・？いさんて．い

いんです（すわし’／、 特’い一枠会医学碩域て’け、人間采団η

1師現象いらいわげで’、こト1す等因劣べ非常にブニくぐ

ん絡んで．い三。ですがら．変量の菱択ヵ・な和・㌃士・も’す・が

しい乞。思一います。

小町だ’轣fら、充い’’すよっ1松バシステヘい・ラ詩を
取り上1プ・トビ言トい、 てて、 変量巧蓬二走が・て・す・一が（ノいヒい
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24962

ラ訪バ、金中τ’搭ん・て’’いろん ブベ’げ朴ビも、・やけつシステ

てアィツクド物亨毛見マいく乞レ・う／フ列布え†バ’、H

のナイドトけまτく少、㌘い。

秩計いいい1限／け、ダ・／い美ポ小意亨頑
ヒい1いが’ゲ、ポけ・バ村バ／常に牧ハい域功
どレ、うqも．ヤけつネ万りにデ’ナ’’イーンマかトニ㌧についマ

のいフオ／一ゾ、ハ、谷匡夏へげ一、峠一マーいて
記～ピいい・ら、けが・・判別岡教によラマ沖常に的

確に才巴握†件3よ）卜㌃っマい3んでI’す。

 弘け穴阪で’もいろいろ病克州を地7いけ（すれビ。、

／つの’レーvをつくテ、シ又テムヒしてη行動に移すと

い。ト湯ポ、常（・ラバ相反すハ肌しマ柄ひ’女
丁嶋剛一寸、琉訂亨まズ行ハなくブ1つ7、季完計1ヲテ引・

而すえ仔い†ンプ1ハい1いヵぺ作亨にだいんあハ
いうことてい、ヤはツNの側ヒしマは反宥しなげリや、．釈

芹手方1て村しマ（玄1戸常い†し←ケな・㍉

 払け、いつ影言ナタ打ば、多かト枇茅’j師㌃いハ
あるんゼすよ。弗許的1二有産生いズ片て’も本当わ・㌃んマ

い二て、か斗ついzぢ言立ズすけトピカ、Nのナも、そ

巧辞計毛使ワ7研’完けシ場合には、一“すに1才1こまマ．I

は岡逸いべ巧つま寸んといラ併証毛しマ川ブ㌃けポポ、

ヒてもセない。ブから、シ又テム毫梶解しグ1動きをしな
げ／／ヤい1†ないと、私は馬うわ（ナて．’す。

 コソヒ㌧ 一夕 を使う前卜、臨席†イ トマ’’（す、 そラいう

こいて汁すき呼ガかげ（寸ゼの紅一言て・’合意ヵぐズ～、実施ぐ

れてい多がしいうのけ、辻岡石ゼラマいすが。

辻岡 賜序列方z’’（言、先生芦フし斗一っ7いブていまのシス

テてティック㌃ヤブ方ヒいラのけ・ラボく行えな’いヒい
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ラηハ、本当月乞ころ”実斤て・・すわ． 日々列隔年ηデ㌧

ダ’’、いまま1小けげ椀叶師解竹に耐え件い＼ビ’1
ゲヒいうヒ、まず’耐え仔㌃いηが多然で、好じク玄号碍

祈1二なっます㌧、すべてのデ’一夕、〃頃日しが〃頑月ヵ

1τl／マ、尺答の乍．いもパ隼パいい・げク・い修／・1

しいて㌃フマ3宗す。吃んブ8デ㌧クバ’ラまくそろラか乞
いう㌧、 ます・そんナよ．こヒけ不可紅といラηバ’／フて’すわ。

 い次（1、・1けら、ヅい一1デ㌧ハいえ和げ
いいじ’や㌃い令＼ヒいウし㌧パよラわけブ↑げわゼジこ
ト七べ’医骨セいラ勾け、．わクに／人ノ人みへ．絃立／U□バー族いセ

いうい、し芙） ナ8ゲケ七・腸カを し㌃い．。 ｝†に、 そラいラデ‘

一夕㌧いうのげわつ㌧革派㌃こ・乞外・あって、κす・・しむ粁

群ザい・㌃いつτ‘、出合劣ぺ興喋を碕っていないと、ゴ

く学耗1よ、トけポ蒋診所見が専いマあいズいいのに、
尊いてτよいよ ラブよこ ㌧ねべあ つ得マ、デ’一 タ1ニナよら㌃いヒ

いプいぺ小7い多い。
 系老引才、ヤn揚杯デ㌧タズそ1い1・1・1にか所1．一5

いけいうヒ、本当（、ろいとを研究しようヒ島パ、
㌣ハて・幻に何人がべ本当卜乞トを目的㌧しマ、そ仁卜戸す

じで夫喝しト人が”筋カしトと．きぐ1らいしわ・z’’ごないい・

うのが．実情で’す．

1卜町払わ｛う鳥ラんz・’す如ぺ’、杓の場合十・、そラします

！枕許字η進†トよラーて」、打葦に精度巧高い分析州’衛

れい1パよ1い・’、吃れ壱応・用す）ゾ7才メーγヨ
ソソースのτに、ひしろいろパよ同題が・汚いち合に、と’’

こ書で’ゼこトち末’片6べ・育が、毛つと最新η梯計学βラケ

手1亥い’’んゼん大打7、そh交うん乞コ／．ハントrなフ

て二ん〆’（すれと・／、いバ．頼〔’い何リンパ7トにしマ
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いのがゼうが｝いラ判産生。克けと・・すよラ とぢ逆び一．ブづ’と

1意見い口剛尼バい・ていいけ・い虹パけすい
、1こん章1等レていぎんビやないわ・ブハ足・ラ㍑～げ什ゼ．も、

う一遇伽綱居H剤ξ著すわぐ、・と．’ラζ’す七＼。

手内 この／o㌣近く、多ぐつ人だすバ‘レ・ろいろ研完な寸

マいz、便え1ピろ乞使え㌃いゼろるぐ、か～は
市’っし7さト㌧、昏います。

町 吉；1け生、ゼラマ’’すい。いまゴろρ斥瑚1てそη辺

ヒこらη馨規ちすぎ／戸阜けろぎルし’一牛ないハ。

川  そラズす杉。 そη岡遇げ最碩の移言分になっマレま

ますバ、弘け前右・ζ思・ワ7いうっは、笠物笑張1二村し

事前に兄遍しが・でく、さよラナ8純計学有、逸にゼラいう

計テ浅七・、．使えい・い・ラい．占・一わ七・ってい1医学研免

、こ幻丙す毛一衛グ却雇卜入れ言のバ曜想ナよんプすけ
    ・レゼガ 昨亨にτ・†・わ・しいヒ．思います。 マ“すわ’ザ ぢそ

くこ．朴から努力すべ亨こ ヒけ、両†っ能力を狩η7て両

頬毫育でいいが舳忌1ん1‘‘す。／廷）

町 アノリカて’‘げ、勅計学者が’／フη中に（そ㌧んゼ入

マいますね。
川・日李τl／す、I ｶ科省η入亨マ・舌．そう一いラ秤局設置

ブよかなかヤつ？くト麦せんがら、やけつ丙梼頻を市7
ナよハ、いレ・’､究成果が室まグよい1路います。r締
びつ つ けト だ「アて．■す、  し 工 一む人 げん岩、男リ中）竜す青 ア「貧ε

やあっます。で．、いい脊展φ“期待し（てくいヵ・屯しれま

ん。

ナイ’、夕変号解析いついUす、大峰音反し（ザ・、（玄

亨ついうヒ帯見的ケ効果／京い巧んまク瑚狩ヴれてな
τ一 ｷわ一。 し・夫求τ一いろんつ、ア7δ1ノヶ．一ショγ毛べ）フて
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牛マ、ズ市弓己～ま乙’ご1ヒいラこヒ古／’わハl／、て’さ弓・

1’いけ、やつけフて’亨ない乞いいい・’．わがブト。（芝）

二ういうゲ祝言†の＿岬の尤宝わ・るも’巧すビく’谷られテ

んτ’す。 げ一 ニラ雫亘戸ゴ人バ．クいから、「吃んヶこヒいフ

〔つて、多変号τ．良一マい書方の立場から、．いま寸4ら・

もしろくナ1’くブ1’つトい・ラわげにいガぬ。々1したら火

元宝に怒ζル言。†よんマいラ人バ・いる。こト．、才7レコ

いしてくピマい。（笑フ

 そ ラ い ラ別を在見琴し z い吾 ヒ、 井幸（二重専なご ヒ州、

和／抗言げ者一わ刊同わ、両†“旅げzいブ1乞い11
乞もわいっます。汚しえ・け一’、「デI一ノ．毛し（亨㌃7コンピュ

ータいリすけ、一 ﾓずグラフ円瓶つ上に船亨ヒラ有しブA

・ゼ手いZ朴ろ。ゲすい大体尾豆しヵ・・，ゼ亨一？く1。尺

体・ラド’いいラ見当わいっいr・・いろτ’訂耳稀・㌧気に

やれJ 乞いラのバ’林知己，え克圭グ意見マ’’す，

 私、実げ／っ請文ち拘えマ四百八音しzl・多んマ．Iすけ

れゼつ、視しし・人か4頼手トト学位論文ビす。い二か＜

分～検定け！？い㌦いし、相劇てト／ツクバす女7い
㌃い。々れバ’！・青ヅ圭凧／ト／デ前で専幸ち1け虫し7、

先トからゼラいラわケト’’が、今，度け因失小竹毛ヤラてい

多。理由竜年わマ毛、本人声べ’蒼え4→ん㌃い。斥書た幸そ

の7．口7’IラAわ）い片っ㍗から促つrてヒ想像し・てい宗す。ブ

ガら、つい（1審査？’一落有」マ尋市直いいい｝㌃17て
ητ’ ｷ。毛うす書ヒ、今度（古こすらに言ナ阜g仏7を麻之

マくれ乞いラボら一一。

小町級審普尺ドブ8。

吉）リ 珂にも知ら片人卜、相劇か祈がらチ竜ヒ、てや書

ヒブ8っτ・しら、 えシいごセゼす。
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カロ綱．多変号解析圭解／い・1ザす、一棟舳け手討耳
ていけ不可能ゼすから、電手計算機ゼ使っマや言←げτ・す

れ。肯芹’㌧（らプログ7ム1をフぐつマやフますが÷、プ
ログ・・ラいっ’ t段1首7・巧1享三度伸新い・ケし、とτ・け

い。いい・一 Aいまマ’’ ｯア7リ／アーシ弓ン7。ロプ．クムと
’㌻・1マ・冷いのプ白グ．1・が‘嗣むμい1。列1’岬枚

にいも、国チ分析にいも、デー！そ一定の碑苅卜促
つ又入代什け・、放市岡巧参いけ数／ト戸司て澗遮いなく移果

刈て／ポ計算雌伽今／わ1・い・1ガ分所！
ブて結果ブハ↑け間室い㌃く女でく多。

 いま壮いいコソピー一ジハベ音及し？、多変量秤仰ρ
アプリ1ア’シヨソフ。日夕’Iラヘバ．谷ろに4史え喜よ〉ト㌃3

㌧、 わす・・が身文晴戸到勉屑をしブてブニ「才てI．も、デ’一夕をぶ’す込

む）変そ秤祈的手法によ1分竹稚果バ’公マくグ電壬
計算桟ボ広く一般巧人々（・も利用マ・・ハ角？・’けよが・（

い’’すけい一も．秘計列リいz†か程秤していゲ・て’．
デ㌧ 夕 ち入れ’乙七 字書辛バ’女 マ く 言 。 そ う い ラ 悪 い㊧ む、

いま＝、島書わけて’1す，

ノド預丁 こトけ一脊加均にいわ→んブて推毛十7ηヒこらに夫マ

フ1亨ハ岡し’Iよラ！て、ヤぼつご外つ使いすヒいうハす有

ヤんkあ吾んτ’すわ・ら、そトけ、基奔的㌃そわ（て臨む・季

脊列同題ピパ乞いい・〔’．易っマ、グな〈け紬訂字
列野し．斗宇いわけマ”す州、釈芹モ侯ラ㌧いク現実師ケ立

場に立？ポ、4れに汀す1ナかなフソトロ4レ、挿等クベ

帆耳ブζい〉いラこ ヒプ’すわ。いま勿ヵ日系内君っ言書け、 払けそ

」ラいうふうに理解す3んz’’す。

 々うします乞、もラー血訂号医学師㌃毛ηに戻します
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／、っンピパハ桟／干し、タ支号解仰ガヤ1い・1話
まz・・い衛レて、々れz．・1ヌ7フ・グノーっ夜中べ扁球

的に行わ仏3江うにブ4’った乞いうしヒ（す、．ヤ（づク力η方

に身くんぎ生年右べ巧3ヒ島，ラん一ビす。

 い1スタフ・1！一の検討にフい1ザゼ1い1’主
が・・ ｪ廼ズらい・、切は功なんハ｛バ、ゼラいプ主．．を

チカソ7し㌃洲・与遮享な（〔やい（けい1・1一いい〕t
ヤ（ボ）当担ろい鳥ラので・↑。そ．黷ﾉっい1ぼ．嶋移、
乞・・うマ’’すハ。

嶋苓   これけフフフが・六 亨．いηで．†か÷、 まず完に功乞いわ

な（け1ガ・汀いい乞思1ん1・寸バ’、．ヤげ1横．賊苧・‘1残’

つもの事国ゲ長期間！てわトプ7’発病す言乞！へう♂〉㌃ヒ

市に、我つ七移んZ“†々う㌃卑因ヵぺこんが一ち洲‘っ7みラθ

／っ／フ取り虫し？、1いす剛季か’．ザ／そけ’’乞が・ケ

ぐそうτ｛’ヒがいっτおクマも、今トゼトつ卑国外’、でIば。

ゼれ／らいρ看朴て’’間遠がrみいが。ボいは名1’ヴ刷

しマ・一、方当げ1チがη卑因にタいす’’られて、剛蓮が“巧言よ

ラに昆わマい1巧η亨年いガい・いうよラ育ことを秤3
（手ぐしz 次号的に、そトい・㌃・い玄っずつしrて形マ’’不

いく什いいグと・一．け、作亨に功わべ・尺享い修い）ふ1

に念い余す。

 けげけ、や（ガ1タ／パ量1いい・つを／っ／フ
根っ7、レラティプリズ、夕Z．’㌃が．り〔レマいテいへ
r二くさ人巧交号壱やや掃マ余しざ｝舛ぞ・・巧つブて千フげて’’すい

1フ、州程度．ろれパみ・互川間違っ・’げをしなバ．ら馨覗ズ

さト㌔いラ、圭、τ．げ、 これ1ま共学に功が・大言いヒ谷い書す一

 汽〆、坪ピ・っU玄少し気勿毒かむ和か／まイんげ外

い、1朴げ・灯・しもタ変量解析η罪1いゲい…け
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らブ8いと各う巧ゼすけトゼも， ηスフフア！夕一句旋吋

パるか一す、個人個人つデーバいいい欠落グ曜
杓マいくじヒバ’前提に㌃つよす、 ￥ラす3ヒ、個人同人

勿デ㌧タゥペ歩（実になっ て出てき1てくいも列バ’、 こラいラ

喰訂から取っ残されブて㌧いうこヒバ・万事㌧県ラんで’’す，

 ブ｛ヒえ1ズ、あき／つηすセ域一η中で’，隅手中なダ）臓病

㌃い／スタファグノー享拝書乞き1二（す、’そ．巧叱峨巧、

／〃・ぺ㌃ら／川人を調へ1ます㌧、ブてヒえ／ポ．そつ牝峨グ凡

象争竹㌘んガけピう剛手す3んブ多ンかピカ＼ろ言1・け

食ぺ・．物1㍑か（すゼうだろい・ヒいラし〕て㌃い、個人

イ国xつデ㌧夕 壱拍＼。 マ．朴て 白、 今 この気揚・けみんサー孝宥

τ一あいい1いで、いま享て．’巧タ変量解杵壱尺パ・個

人こ．’セつ デ㌧夕 毛室φ・レブこリス77ア 7 夕一列旋吋セい

1グろ台・い†、そラいいグす飛：んピーしま一氏ヒいラ
、と

 しれ（τ！ガす．しも純計ρ弄 ら い） こセ にげな4宗い ヒ谷

い末す（γれと‘・む、今肩そラい1・えが秤沃マれマくhポ、

／一いいいパ川んゼや宗いが一い㍑タ変量乞い
うむρつ中から、吃トげピ・う㍑1・んマ’．いい〉なさ4い

村あ3。一

／ト町そ・1すい、や一1川グト多分（て記塗的な分析

ヒいうもパ後1言ヵべ女マい。

嶋奉現．花マ．．1言、祁赴ゆにそれ毛補㌧？い1。

ノド打い一いべ、祖史舳いヒい1いバい、毛
はゼ“1（・、評価が．血に低くゲて、い1・1前晴κ
的ザ修をヤラてもいブニら、余っ亨同マ’一ないいラA

一ピもボい・3ぐ士マミマい書す桐。そ巧ろトク1プ舶来ヒ

師ヒい1ぐ’ろいの、（芙）／フ州わ・概念的ないつ便
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い方に㌘ラzい1とい1ふハく、私、反柏的な児†ゼ
zい5いオて’す。

雄ガにいけ／ビ、学養だ’つマ放列い．・亨げ仲㌘

いハい1巻見洲’あ1がも〕北ないげグ…も、桝丈㍗

ちれ救利いべ多いヅす・血者セ・ら稚トフヶ川変
／い加味しr1政利いい1よいいが．、辛ピz可声
オ8けゼ1～い1い・I寸わ・．珂多条件トしトて・
い求いつト巧け脊同じτ“、ブ、μら、皆同じ一、占一次を人杜

れ1ガ’いいし’ぺ～ヵ）いいヒ以夕1（・、いいラ人生ラ

バ暖わけ1松フい1んだ’い・い1いザセ、神戸
令ハてや1ηか、いや、い（・牽札．ピ～何、㍑．ヒいフ

γ之げで、ξ、放をつけられkレ、すよっピバラトも・し．一中

ない㌧いラ岡庭い参，
 環流普因η同題1’r言、数量化マI一ηいヒ7’’ゴにくい

しηいべやけ・1ろ3んz’’、1ぞ”迎η今祈に1衣、ゼういラ

アプローナが㌧導きが乞いラニセカベ’、／フ、ヤはラ4＼杉η

同題いマは残㍍鳥ラ．
 々い・ろ、吉川充圭が一番初物卜一いわれFんだ．けれピ

毛、樟時的な変4い取っ扱ラzいく楊谷に、なかい・問
題が・みるヒいわトてい麦す押。斥ピえげ’牌卒中を幸（〃り

（でとって怨綿ビすバ’、胆卒中ηよラに祥遇ヵぺ’女いカベ

？ま・1高血圧カベ超～ってから脳キ中になう・ま7“〃午．30

年セがヵ・・マ＜書。そ’の岡に、ソスフアァクターとな名

高血・斥η重み1ホ、圭汚ヵべ泣伏’化す5卜一フ和マ変わっマさ

マい3デろう といラしヒ1宗、寸分一カえらト多わけτす。

 ネ万言分日子力・ら〃年、〉0午たラ7、 セトた’’げη㍉ηバー脊痕

レ〔カ’い・1場合H玄、初診崎っ血ノ圧g重井ブ・け壱、い

ま見7い3わけゼす払。当然そ列間（二、時岡n斧過トよ
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ラ寛豹変化も、脊程しア・人は受けマい弓わ1ブ・一プすがら、

訂草しマ待らレ（重汁プげ州、最初η血圧値卜矧し？市

。プい行わへ・マ！・い㌦い1七問題一て＾す。｛・ら、環

境変化バ・重汁ブ・1プにゼラ・1う・いに作同しZい1．がヒい

ラ㌧えが’でさドくい。

 ち3いけ京て・、卒中発狂列わべいま減。て†マいます1†

←州、けバ・ゼ1い1過、径1’外？マ・／・1～1・ラ
こ㌧亀訂量的（て杷梶す書、 ヒけながながむ・す一ハレいんτ・

すが’、キの辻は辻岡君、ゼう乙．寸小。

辻岡 いますよっ乞考えた勿（す、／フ（すいま〔．．の雇定

というし乞㍉ろ三ん？’’すけト色・’む、グし将卒ηこ．ビも考

え7いましマ、多・支考解析の使いにく†い・八州一

着ポ年↑さト余い・戸舌しいわげ？・すわ．ソゾッド’て’

い。せ列中A体乞しマ、余・／／ソッドい～・÷も1I
いノフトに、使いやすい毛つの†句1・動い？い3という

ご㌧七ゐワまし7、純計η才に毛し専言斉すタビい〉ニヒ

ピJ…ぎまで㌧、夕変量解析乃いいピろ（す、多／つ

耳因竜同時に．ノ号えられ3包いい乞㌔’んピ寸ヵべ、そハ・

わ／に救㌻的な専請け7，／ソ・1ドバ8バ！ま。た

ヤっ呈、いケ／ソフトに何い・τプ8いか乞いラボ勿
今ペソっτ・すわ。

 毛う／つ（ホ、い宇つ系萎時師な変化を、医方け確実（・重

視し7い来すか÷、前い日本医療センメーに工’ラグてヒ育

で’も、旋診ビいハで’レン1プ／を見？いま！マ、ヤや

ししい列が’女マさブてら、女キっ十フε抜言文しマ享？見

る一比釈す3Iヒ、本末（す／日μ’（い’’けノイスソ中に隠へ

zしまラよプ・’モっ？’一む、すやんと見つがっ？く3とい

ラしヒけ月参わけ？’．す。 そラいうこヒ壱収シビしろか＾、
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純計1プ5予咳州ハんゼ岡腎で考・てい∵しへ。そ・之バI／
つ望むとしろ、狼言†学看の人々／二七‘・びヤつマい（乍’’亭（

いヒいラ丸如べします。

／卜田丁けい・・吉1けれllいべ、コゾピー八等
八けト脊初ゲ戸ヤけな一rllろ1す・慢惟腎炎つ
予後壱チわヘケら仏い県1んピすヵべ、そ～1い・㍑
フ 毫蹄 ま え マ 、 い ま 4ネムη戸nいにタすし で ゼラ い 〉 よ ラ に

考え与・れますハ。慢性腎炎ネ7口ニセ・・七一ういけ庭、

丁つけ（す一ゲい．マ1レコ7巧・耀諭を葬八寸い汀1。

辻岡 るつ場合乙、搾局げ／人の入剛が唯呼后ラにピ’う変

わつr・㌧いうハ言、ヤバ1直栴1す取．／役パ／lい・今ケ
1・！・、毒団村鼻団ハズつマい求すから、グー1意味

て’．け、年当列走呼ゼ／人つ人岡カベ各千こラ変わラz亨仁、

ビり・らこの・くけ予手乏（すいいグーろラゐ・㌧右＼。尊いだ’ろうヵ・

ヒいうタイプρ予湾はほヒ人ゼない。ブてヒえは’Iいに回

帰分析け一いな知フ毛．童擢峠／当？は～い・、ゲい
プけザてリんザヒ、ギん7’Iすけパ・・1、余っ速
寸ηブ8字減ウ・いない。

／卜町 吉川充古1まゼラz’’す古・、々れにフいUガ

言）リ マ1レコ7モテ1〆け、いまηみ・訪っヒおフ、個人に

フいてつ予浦いすz’‘き片という欠乏カド乃つまず。いい・H、

しグ．ネれい加州η／って’’す．バ1、・レ・6キ前、当付

人工遮祈バ’船1バ時代’ll・腎不合紡の余†を調査し
ト研完が一わ1ノ系す。 初診晴っ検査か÷今午を稚麦一一す言重

回リキ列・’ゲZいマブてグτ’す。 トふ’んプ．ラ7を しづいに㌃州’わ

て、直視卯亨肴枚分㍗しそ1〆ヒいいz’’、／1ハト
河す1重回帰戎’唱氷’杓ブニ㌧ころバ’、それかHサ字にラ茎く

いウドのz’．す，二巧成功利は、率穴巧四神η長坂昌人†
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ん勿古い仕事マーすバ・、マ巧後多くη人．べ・、予後乞バ疾病

”曜落期間い、！1ろんケ～を／・8ご．／・とフけlrl
こいべ・ハますヵべ、（㍑んピI成功し㌃がったって’’す。

 いまし1しマ、写’え1才・、疾伽羅急瑚剛す、／ス！関知．’

コックス（C・・）カベ最初（二検討してい3e×戸〃εルご㍍ノ

w・山／／岡放て’近似1”市／灯’∴六’け1ゼ／・プ
に外して回帰しrlつは、ワイフ・・1〆か布を知け．・に使フ？

いゲけい茅ナ。そハすブ・けま成功しrlれ’すべ
〉x後η追戸適者け真勿 作業イ反琵ケ つ名デ1レを細ら抑 争ま、

慈稽や・1重因帰をヤっト巧ビデから、成功す茅わげけ㌃
ヵ＼っト列ビす、

 ／．・まで．け胆キ中、～・筋便巻㌧いイ急性痘似亡発生

は、初期改障型ワイプ！レ分布7’一わ一1㍑て’．わがパい

ます．ゼす＾タ， 4トら0尾†が．いフ元灼か乞いラ予測

卜便い毛デバベ減はフどいラ言正明カベマ”亨1巧け、酵

床象巧協力が’あ杉（ポ容易プ㌧足います。

ノド田丁 これけま汽什常に明テい見通し亀さよラけ剛い斥

わけτ’、こ牡（す功し．半㌃く7、将ネに打す3雇望州グら

げ3んτ’ ｷが㌧・…。

有川 4勿場合に／っ追々口してぢざますヵべ、 ニラいダ紋
字毛デ1レを提孝す三川ま容易て’．、字F歩7ほまつそラだ・

㌧いう見乱しを得う享z・一（京比較的奈易㌃んこ・・すが・、．実牌

r多リ玄ま1乞い1証明をすいけ．／・争以上かが多ん
で’ ｷ。㌧い〉しい言、仮説勿訂正を！ヶげれげ’なづない
亨蒋州・起二6包した4、・・手がヵ・、て杜木㌃む芹’Iをや3

こヒにい。杯6宋障に移碇！卜灯プヵぺ一、パ／一例っネ

アローセ’鳴方をコンピュー／”ファイ川・〈←て、章初

又苛岡ψ追味ゲらマvコブ名デ〉を出し（んてすが同、そ
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ηいの毛テ．Ilレピ予測！ま†セ、非亨に予後ヵべ薯いん1一

す。それτ’、ゼ1も不影㌃永にす身しプ・例事院いて盲す

算してみても、ヤけツ予悠いも竹1二子／乏バ・思いヒし、

う椎言分わぺ’玖zく3ので’’す。 こ勿群を／ρ午目にもク＿度剃

孝毫しまレト。アゾケー1す式ビ、回収率〃ψで・ます・・

ます’’利水準て・・すバ’、 その祥羊、／0手前η仮説η穴伶正を

余儀サ／ぐけ・1’’す。そ〆ぽ多時巧方えわ叶か、い

Z．’けなくて、そη吋、とZ’Ilま穐対上棟女わ証明七7’’中ない

7フフクタ’バ’あっトわ1ブ’こ．’す。

 最初グ字間η韮跡τ・択想リかけて・・㍑すバ、完全
寛解いわい択患、フま／剖たが・な＜なフて一応渇、

仁よ1に見え3択蒔ト、二度セ1病気にならケ！・、つまつ
完全治癒ヒ、ヤが・z丹脊すテー時的ケ寛解ヒバ・石3杉げ

エ｝すθい比率1方、・・宇岡虹亦！？み～初杓Z漉実トわ

か壱しヒ？ηビす。訊’行姉誤て’’一奇手当な旭・をホ’考ます

ヒ、4いべ04対久3ぐビろタ㌧いラ1い・’．†っヒわハ
’／書 しブくθ 々勿緒論十べ尖三っ（て／〃手か右・フマいぎの？．’一す。

 吃ころz“、／o予（つマみ書ヒ、腸序η人た盲は、当所
”旅、重1二間～’を欠。て、新レい検査ガ予杉ち左右すテと

が、孜硲ハい1競輪竜しzい家す。そゲ・巧に岡亨た
いηド、いま研究しZいいη検査｛け・ラ序えパいい

のが㌧いい〕つなラマ、これト村レては・誉え1カがIを
レ・知ヴτ．す一 いつ も晴間がHす＾トマ後追いを し なけれ‘言’一元

らブぶい。

／ト町叶1ホ娩叶いけト謬せξ和け孝に存命的な
ものビ、τてヒえ1ガりスグフアクターの検証州々ラゼすわ．

隅手中勿1）スター7アクター、乃タいぼ血圧巧ウエート＾・・

こト戸’（丁ブ㌧いラしヒち虫す楊会に、ヤつけ．つ／・争以上
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がいつ玄すバ’、出ブニヒ言（一束祉今移斤韻宥φぺ・穴いト変わ

1ているから、宋肴の〕方、労働の変速、果／1し？今
度の／・干岡い同ビウェートっll（アて．・考えζれいけ、ヒて

毛考えら牡㌃い。々うい〉し㌧州I、一や、？し、7ピ・）むや

つ育れなく窓レ・6んマ’’すわ。

．師八は、そ1いいいけが1い11！に、・現在、、

魚厚け二ん㌃zI’ ｷよ、食べ・マい言物はこう変わっでいま
すよ一ヂ∠へらけ木ネの先取っマい物そい一て1・3んん’、碗†

亨方け亨い後追いビ牛㌃いが、。！がし、筏らηいド先

駆っ。け、アメッヵの詐っ受け売け1。回本人ピ．乃筆

ち加之τ■もηけサない。元取っよつガ河よク形、 物一言払

て11わ3。し笑）

 て’’す声・ら、常に彼4のすわべ充児牲卜蓄払、われ和斗いべ

後見性ド苗んτ・い3よラブよいわ和†蔓↑3んrハアれピ・カ、

わトわ外㌧しU弍手一ポつノ軍、支、い月い・卜／7、ノ覆史つ

流れりま1ざっし㌃が．ら、～多失マいく流㍑見？いヵ・

！二やいげない。当、担’未ネ予測しいラ毛ηつ、そη上1二立

っト軌跡・て’’なげクやいげないヒいうこヒマ．’右＼’んけ’・ラ？い

けt7け・も、いけ川μついわドいト窄…
ういう悲哀毛想ビ言すね。

 才卯川岩、その虹げピ’うマ’．す舌・。

柳）ll て・す・かしいτすわ。．えドセ、先生、マ1レコ7毛デ’

〃訪カベあ／ま！けハ㍉、実（言払岬ゼよパ仲亨
ちしトし㌧が一あっます。ブ・㌧え1ポ｝官か・・人っ健席診町わべ

一／柱’れ〆げ劾琴か一あい・レう二いカハつい一最も
いい方削京、王宮が’ん旅診を実施しマ、そ巧葺団毛すηフ

㌧／・争、〃辛追ラ川すマい亨、裳言㌻看／申受診考に、ゼ
ういう宇つ冶＼z．一手宮が・ん死亡バ・処亨ていくかを見参ことz．’

            45

統計数理研究所学術研究リポジトリRISM



す。 しかし、〃手ブ1つマか去、レ・ヤ打葦をごラしょラビ

いうわけ1一言いが㌃い。（笑）グで＼規た知っ得ハ・ろ
いろな資料から、チ宮調バ’んの0期中・÷／期ビ！峰ヒ．・っ

／らいっむビ迄びが、／違厚な人口皐困、か4、ビつく斗

いハ多1j合て一0卵ぐいぐ超ジく1告＼いい一た美宮頚
右＼・ん（自、於史毛手す教宇竜夜い、ろ言祥度羊純化しブくそ

デ1バ課定しマ評価けえいジつ勿†1考一て↑。
 松け驚し、トので・・すヵべ、）のよラケモデぴち実隣1二当て．

1すザ払㍑、疾病バ、控史（て関レ7だ’れ㍑知フてい
いけわ仏ゼ乎遮方．えフい／’ ｢な二げ、わが1z
いブ8いこいべいつげ・い巧言わけZMす； 汽乞え1ホ’’年0歳す辛

の幕固で’．、前が．ん状謄㌧いわれ一7いき異型衰度の枇、蔭卜

年間ゼのくらい移行すい㌧。こ～すη耗度わがつ表す
けトゼむ．異型表皮の人吉∵・何年閃異型表皮η1失態に乞ゼ

ま・マい／が。阿ひ人パ‘0期が‘んト進行す1ハ。0期
バ’んかリ期バ・んまビどの＜い・かが多珍・θ7期かI．んハ

ら†い・Z瑚がIん、3期が’んヒす・・っ乞進んでuいくわげビ

す（アい・1む’、μ進ひスピード、／っη状態（・け．参っ

ていさ期間ケ乞1・け、わ舌＼つ7いそラz’．ろフ㌃パサ令ク

デ’一ノ台ぐ㌃い。 未戸・ 午輩宇ト よつ マ逸⇒カベ違クρか乞‘．ラ

が、4o歳台乃異型房皮ヒ50歳台．の異型奉皮乞τ’1す、進行

のスヒ㌧ドφ喧、うηが乞’’ラヵ’㌃ゼ1す一㍑ん1’’わがパ

いない。

 人口集団章キ㍗ゼーんケに六㍍皐固て‘なくてポ
枚予フ寸ローアップすテだ．げゼわヵ’つイラなご乞φぺ＼い

っ（ギいわがっていブ川。こルい資料1ま1対葦毛進均マ

いく上て’重零1ぺ晴敢を阜え1。土い歳計ポけ移すがら

こバ1ザいべ禾噴朴1わけて’＼荻言ナ学の功積て’（言
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い1．で．しょ1ハ。

ノド町 7・ロスヘ0ク戸イブていすわ。

柳川  そラブすわ。 イれガら、 兄けゼっテーマて．’、タ麦

号解析吋バ話か一・八手け1付ゼつ、ヤけ／タ変孝
解析を牛き刑1、私1増毛羊律ケ稗岡、衛！・・盲川方室
ヵ、Iな・しゃ・汽よI ､／・、桐岡図表を合入／／ド音くしいラ

し｝バ！肴重隼じ‘やないがセ恩うルビすわ。念入1ノード青

き、 そし7隼（て尿掌い戻3。個人何人の一番むい1友タ

ビいう・一しゴすわ。わわ・らブσ・がフ（ら、寸らにもヒヘ度

ろ乞いう二吃を亨卜稗！／逸↑し乞わべ重昇τ寸・

 符（て慢性承壱の発生や進一層fて岡手すざ卑因け戸ぐさ∠

汚いす缶べ、／っ／フか’’与ん1コト穴亨＜作用レていない

鳴～ペタい一れけが．乞・・刀稚幻羨いが、ゼラいグ室停

なハ＼け口い一寸、巧人ゼラ7’’む、／フ／つ音いマハ

し㌧．七ペソ芯早プ乞馬い芽す。い亨なフフフが8ブハ阜困を

即奇に方え7、多変号ヒいけげh京し、がケパ格し・ま

す。学に／・フ／フ青ぺい＜、ゲ7厚穿に戻㍑いう
作芥けパいげげ’、タ変青竜ヤい／・／、尺坪分つ

卑因トついてけウェー／竜フ川’1いぺ’㍗3付’げな
いがヒ忍いま寸。

 そドヤフて、それ・がら多変号7’’非幸にが一リつレ・

いデーノクが’請文（・ザ（η州’い一1す㌦・あつます・げれゼむ、

い請文・1す、も！タ更骨けらいてい，率稚期間
図㌃ク吃の辻一つレベこ〆η壮亨々ヤつトだ’（丁7”、あつ多変

号マ；一パい／．箒諦岬し・よい移細ぺしへいカ、∴一

律ビけ｝け巧／い㌧いウけけ、ヤーポ／伽ナラ元室方、
ぜ’グ不し？いゲ三’ポ州し、亭いますわ。（実ノ

辻岡いま州しい’レ・伽〔子’’／け千け琴戎なん
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て” ｷけトビも、後辛けすよワヒ貫城しがわ事㌧こb予ゐ
ろんて’一す。

 碁復舳’デ’一ノζ’’、ブ1け！木’’神開図いラz幻乞へ

目に見い形にしてバサす木切マ’．汚いい、〉州ま、も
っすゴく痛硲す書ヒごろで’、ほいくもすよ・ヒト灯先生η

ピろマ’’仕事を寸していけ一’いて1いト、多変号解析多

やっ7片て、汁亨にゃつやすがっブくご之カベ／フ巧つ孝し

r。々牝／育、トとえIｰ．嶋本元圭セが裾をすぎ乞、巷石芝り

㌃デーノにっいマもグすご’く詳しい和諦が’兵っマ、こす

らの虫け移羊が一・なけヒ．．い書衣て’’ザい㍍んヒ
幕つ・1けていいヅ、†妙な移琴わぺ成7さトい・一うい

ラ、いぐすぐレス木シスち得ら一れポ そう．す茅ピ たど

えば・汁算し互す㌧ガ、巧ぎいげ毛デびを粋か直すヒいラ

1いべ沖パ各・易パよフマさ7、レがも意咋・ろい
∀が．て’．亨書。

 ㌧ころ七・『、そういラ前もηマの介祈が’デーノい対して

なさ什zいブよい㌧、祝言†’乙’’公マきてむ、 ろ1←か’’デ’一ノの

質セベ忍・いllパ川か、考ピも本当い知ネ巧みいけ
つがい・ヲ9φべ．い・なが迷フて、そlzI’毛ηすご’‘く時

岡“とらト三い・うしいす乃書わ（アz・・すηて’、実月琴、こ

つ†州手がつア㌧ヌて’’すよ・つヒや1zみ汚いなん冶・こ’’

も、先ラいうし㌧ヵくすぐ”出マく婁・㌧去1一カ・享わけz．．す。

 ・て’すがら、吃ういう1多嚢号卜考書祈に、基礎1ウにます“

学釈灯明・をり、～いぼ即事をピけいいい重
卑寸圭㌧いラのけ、岡牽いないヒ馬〉んマ．’す。

 け’＼充生が・’らしわ〔柔ろヘタ変量を使わない

り言竿右ぺ幻こゲ・も」伽べ6’十仁’’げろハリいブビい

岡しマはケ！追．っていて、ヤけつそ1い1京率て‘いい註
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すヒ、ブし乙之け・・確がパ／人7・ア7ダー㌃んい1’’し、タ

玄号壬使わ官くい、ハ移度わ川ヒい1ηげ亨実だ’
㌧鳥ラんτ‘すけトゼδ、それを科すししz亭すっ乞牧ヌ

で．片らわす、あ書いけ走号的にろらわ寸といラしこ今ド

いヒ、多麦号解析バ・いすジ・／重．年1戊害1」／壱呆戸ち！

てい多。あさ意咋マ．Iは、あ～程度わがって1・・いい明

確にす書といラさわ物て爪さ㌃功積バ’ろラトヒ足ラ・んz’’
す．

小町け1す柳1／別碑門峯／て”ポら一1い1意孝1・・い

ってし・ラム！て“しょラ。

柳111 そト毫、＾んい1右ゲ4七名順阜が一Iボヒ馬いま
す。

吉川 いままτ・諸バ・土な七・、トよラτ一すバ’、多変量解析

11明らかい㍗明瞭卜！ブ1〆’ヴブハくマ、一ま茅ビ
冒月い・で．い・ラブ1毛つを明確に／ブ1カ積毛ゐ3ηゼす。

～・据す㌃っ精神病字の分野τけ、宵同1手打す言応答が’一

件阿皇意味いいい右・、厳をトはいいがラいい
え、ます。そこに困タ分析㌃ヒ’一巧手1考似＾ろ一トゲら・切り

て人岡η惟袴群威専章にけゼ〉ヰら十何種項η大ごケ卑

素バ・あ1ら’しいヒい1いパ見土びて、いまτ・げ以

なφ恨課いい1。巧杉け多変量η才乏術去へな1汁げ’．相打

写可稚マ’一るつア㍍

 そキしを見て、（すフー死去べつい？、わかつ切っマい1と

鳥わボハのをいノ回兄亘す・近耳が・・乃ラグ’．け弓’いゲ

ヒ汚えて、疾病”稀董ノ分・杵を試み（キ1ナて・一す。そっ彩果、

病気ヒいう択容は、多7足元グ室岡”中て’．、欠きな成分つ

困与樗、之ヵべ病気の；降移亭灰吹しz動い7いく現象カベ我つ

も見フかつましブて。待に重症ゼ尿ヤす多イ列て’’け、肩恵の
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分化ガパリ速いスく㌧ド．て一九凋碩1戒い島いマいくこど

けがつ家111．そラいラ応同州パいいべ、いナし
タ／の人の周～を隼ゲ、も、”章1叶払わ・／抑フブ・

いいい、寸らに厳宗に衣現て；よ1トない寸1、
ん期や毒爽二η暗期バ’椎走て＾～書だ’ろうヒルうんゼす。

 このビるつ宇吐ギ見7いz、最初ト毛すよ一七いい丞
しトように、干η㌻窒Iま着たえきηに子岡ひまバ．わ・が、（

ん？・・す1ア戸レ・もトい象っ医㌢秤外実室け．扉汁訂阜ってll

さ参電卓を秤つマいξわけで1す。 そこが4か青っンピム

ー夕立あ才をつ吏わしzや3しヒバて’’弓京すがら、 そうレ・ラ

斬！い人材バ’帥部にゼんゼ．ん’1・え．てけ4、汀が㌃

つ択廷ボ麦わいて’’パよいわ・！瑚侍しzレ・ます、

／卜町こト1市つ両面をい一｛トい弘け秤羊尺して
いうんzい、仰1り君ケ／）て、ヤっ1ポ・／ゴゾIピムータを皮ラ

ヌ〈、壁の／人て・すφ・ら、 し一わト妻こセ、ひしろ’矛・・く州．いい

．て1いいいい仰〕1）属州Iれ’牟！・Z、吉川九圭列いい

τ∴しを、柳川雇告へいいrてが一仁、とけハ尽1ん7’’す。

 確がk、マいせ’ん辻剛石バ’いったよう1二、知トわトη
ヒしろゼ多骨董解抑バ’わ・なつすらっ乞趨峰岡卜篭令して

いつrハいう裏トけ、いわバ亭舛ケ、祥許1れ積み重
わち作常にサ念ドヤいしトわ。その前にけ、ユニ・オ

ーA㌘デーノのフレノショバ枚底19にや．クまレブ・。て｝
寸知・ら、・ぺ風〆って、．巷準に基っ・・＜1ネスタコー．．を

飲底幻に導・入す1。？一す小ら、率季れ分綬〔まいげけん．、

非常・仙かい介嶺を拝用し弐†㌧いll｝私はい一で、

ミネソタコードっ捧嗣トはか家ツ移坑バ‘肩つましブ・べ
基準をえわましブヘ。ゲZ、そいべ亨らいな人ぼ主観も

者ポはい、〆けゼ、客鰍ラ判珂を砥す辛いて、そ杵！1
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検査青ハ遠プ映合言分断もつげて／れしいlz段膚えて・・

ヤ1斥んマ’寸ね。

 ブ三’が4、いまハ臨床象に宴尤、l1け、マ1い1こいべ

年三㌧各ラんゼすわ。ゼ勿人列卓越しブニ洞琴カけ確がに

あ書いもし〆写い。プラスアレファ㌧いラむηやべ一カ多わ

けτ寸小ら、そ列米．わ4れ7・介類碁準H京享ら㌃’いよラ

㌃いが’頭η中い～均くすげ、芦’肴亨ピよっr・ら．いい。

ブ～’（†ゼ ミニマ∠ペソ7ワイアメジト乞レzっキ通6タウ亨

頑けさフす／辛享守しょ1いう㍊。こト’す私か一〃チ

前ヵ・ら、倣奏レひト←いグ’1トプに拝した・・ピピ’す。

 それゼノ多変量解祈っ手テ彦享和寺．．なわ・つ仁＾ら、．夷に宰

紀は手湾げnっ古リε篠ク通して丹念卜牟パゐ小か4、
大フデゴイ頃向ハ1・つわ・均マいブてわけて’’す々。 充はピ1いわ→んだ

よ1卜、タ変量解卯功けマげ、そい辻卵か・い一
仁よ．うに・号的に汚らわすい一うし乞・こ汁け昨亨1て尺

さいマ’’すわ、rう．’から、本目岡剛ネもくろ書ヒいラこけ一‘げて’

ア5＜マ、ゼれザけ巧確が÷レミて一・ゼラ字ん〆’、力タレ・げ

と’十ち｝1ア”墨汁つ’’げzいゼプベ人声’ヒいわれ1こ乞ボz一’ぐ

ト㌧いいりす、沖写㌃功つ方〆乙忌い工↑。
十卜’’、使い方を誤ってい1例ヵべ余・／lバ多いグ．’、竿

耗辛汁マ’’全茨1けい㍉梓にい・がろ・いηそ分析け．／

す1。し．かし、す1リ声雀ヵへいわドブこよラド、何かわから

杓い毛け非常にうまく篭各す室を荷って月マいいい
う面にも、大いド役立つしいよあラんだげホピつ、いつ

も吃うい・ハ㌃いいろに、ま（／フη周逆毛大マさま
すな。

 ドわ・ら、物事η両面壱児らドブ・んでI’、す’．一 し羊補なと

ころか4複雑㌃い列．すに入っ・マい，（．しかし．そこ
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て｝そ外列限度を硲ピ・ていうヒころべ、宵り㌃形躍ヒし7

ηタ変量パいわい1ハ、け亨定、／フ小71ん
／ぐヒいlzフ・評価いケざ辛いけヶへ〆’ザーっ
岡に谷間か・ハマ、へ旅1王し／㌃い乙．ητ’ク丈量い・

けて、谷底へ条ヒいけ喜んz・ぢツμ乞いラこ一、／
7ヤつけ。・／彼し・方列羨、（例ヒいZ’一身8げれピーむ、亨

すん乞髪万艮しz、 こラし・う湯含＼げビ勺z・一すよ 乞いラよラ

ナ8評伊をして工・かびげHず’いけない晴代バ1名け末7い5ヒ

馬うんて・すわ。

 次卜、主夜小小仰圭碇ラzや多ヒいラリ。元けとI’、
本末つ予測1べい・い・1・・れいい・・ラ訪けよワヒして

育まし〔大け’ザを残分《祈τソ川す向フ’’げゼ1
いく㌧い1梶合ト、そい’い守’’辛末っ流れに／川曙光

を見出す小ビ’’ウいヒいラビころ、イ列虹列テ貧村はピ’ラビ

すが。辻・岡尼，前にやつマくれr二7’’しょう、主域分分珂

ゼいろいろな検言す。

辻岡 巧4㌧亨け、いまη趣旨ヒ若干蓮いまして、ヤ、
トの1す栄養っデ㌧夕て阯レト列て・・、むηすご・・くタ飲あるヒ

い㍉ と こ今から、 ピ’す之が㌧いえiプデー一夕枚巧 リノI．夕γ

ヨソっ方向マ・・すよラ ヒや一 ブて木けで1．す。 率養っヤっけ、

危まポ’’存ビηけ／何ナ項目ヒ巧3ηて’’、そパ書ビ
けピ1にもしようハダいいグけ・、主Iな薯琴た’’げを

データ！ブ7ン1ゾを．わ1川い・1想レ’てlIす。

 も・しろヤ／残’しマで’さなが。アし1．いいラη7’’／つる

多川享、いまさワ？言書（二女てパいレ・仁っツタスの毛デ

μ・のハブっぺな時岡毛変改1て含み込んr・’十つZ’・、稚
時的芝化乞いうっリボすよっセ違一ラん｛・すけト乞1・o，そ

～まいまギれりジ’ッドいいけも剛季川まし
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て、疫亨つデーヌビは，青亙フθロスペ÷ブフ・ヌノデ

ィー11一一rバ、ブ・㍑1ズ追泳年限を・・干い・㍗／l・い

ウ1ト1ト亨すフし切っ？しまう乞、そ力湖市っすソ追い

ハ1大、らトブーっレガ生育7こ㌃い和げz一す。ビニろゲ、
実ア学上’京アっ㌧いプフォローア．ラフ。しやめアすヒ、会員を

け㌧t同じ．瞬剛べや影わけtブ・rけ〃1’I、ブ1ヒ丸

1寸’寸キ丘いかげマいいむあ～宇’’、／ゴ年追いゲけてい3

の も巧言。 そ ラい うノイフ。のデ㌧ノけ、疫学”†もそ う

で． ｷし、臨床っむ4も㌘ち㌧一層そうr～’い・うところで’、

そういラ7才ローρ崎間べし・ろい4に変←ツ7い3刀を
何㌧が1術（です書。そラいラ0をやタブこぜつブニ人て’’すヵ・い、

でミ㌃かつブ・ヒいラニと。

／ト町ア1〆、そザμで力・しパ！をいえげそけん7・
いうが’、主域分分析て’‘、r・り1す’’川で、〃代’、仲代’、

｝ヤヒいう1い・速弗的1・結びIつくこいべっマ／つつ
す向性が見いれ・1。杵辛け、加ジ㌧ネレーγヨー／に
けしすらに本17二’’ろラ㌧いラふラ㌻碇言ザまゼラて・す・が。

主し岡 そ外け戸／ラ表すわ。ヵ”場合1ま、移勾い李gデ㌧

夕放いダ7ショγレブ1セいケヒト岡埠！いて、牟
奉のそη柔承η栄養のデータzl・すと何十次元㌧いラヤつ

毛、石沢ひ図列生に寺く二い／・マ’‘き1。ピすい、

年南令交4しヒいうのを矢印z’’青け言。人間の目rずく・見え

さようピよってい。そうい1知ネか・わ場合｝あ。
卜一

          J■／ト町私は、川～・ピ弐非亨に評伊すべ・ヲ1ヒ戸’／、字1ん7’’
す省ぐ二・・一・。

辻岡・そ牝に則してけ、／フ吉川えまに剃レ、7いブイ声
τくいんです似・、内神η才て’．、月≠稀熊の例から肝硬変、月†
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が㌦ヒ違んでnいくボ態を毒手！戸よ1ケやっわペグ1まし

トわ。

 ／人の人岡にっい7主域分分析して、z次元”図〃上
に希子！1／7、肝磯鮒査1一、〆．．んアル肝硬交が4肝

バ’んへ㌧進んで■・いっ生状態わべ、目に一見え1ようにて．I亨（

㌧いう穴劫例バIろき。

吉〕リ そηセおリ／τ’す。そういラηバIいろん宮ヒごろで．‘

尖7・く暑kいいんマI．すけれヒ．・む、ノ干完肴しし、ラη1本因果

なもη？一I、〆什カ・／人そラい1発養をすきヒ、ニノ曳乞同

レ、ヒけヤってくか与．い。（笑）

小町だ’か÷、そい・タ放証明言れ・1、し～古咋宰に普

血惟州ちうヒいうよラなごセ、’島3い！吉代域にいても
違うん■’い＼、職荷、伏唐ドよ。マむ違うんだ’ヒいうよ

うナヌし㌧ゲ払7くるピまrて／つ’ ﾂ学岡州発辰す多んζ’’

す（テ外ピー。

盲川  レ・玄人工～臓：をやっzい3雇芙ぐんつとしろのデ’

！夕た．複をそげ‘マ．．易7います冶・い、 ゾ’／コレ㌧ビI二一パっ

重合作1I’アフ’・コすハい1物質右べ非幸に雇い杭血枇がM

ハんで’’、㌣れτ1内面毛コーティングけ1人エペ風し、

￥れ以肺のものち比較してい参。

！ト町 吃れの予後竜．兄ぎ。

吉川 そい・ら、杭凝固．肴りを才支与す1ヵ・し・ケいボ、粗ケ

・舎＼わ七は4租乃3わけで’す． こトを．いま辻岡君バいフ

杉列ヒ回じ’い㌃手法て’分仰しま寸ヒ、明らかに病態9
進．行す句バ’違ラのゼ†。人エノ）蹴葛雄え÷柞ブてム’干右べ死

炊京マHη病態イ象η1レート村，ア7’’コ†・’ノ石4史ラと合存ご8り

の才同ち〔乞’’る。 ぢ表けにナみ右ぐ遅一ぐヒしマ、 ケがなが

π上向かヴマ進ポベい。レかし、元始乞さけ大体同ビ白
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有空間に終末す1ようで｝す。そっ君味っ｝げをすタつは、

人コニ／く・臓を／灯光でI祈完！て／・る人だすベテ’㌧！バ兵

斑を読払解わ・わけ’．ならない。いす十いしても、タ変量解

析1言、わトわゲベ・対象にしマいえ室峰U千々刻々つ変化

を追っマいくのにも、何が使えセラ々’チ核こいすθ
カロ手内  を成分分仰召使、 てて弘つイ士亨’で1こん㌃弓バ’あ ’／ま

す。いわいμ玲町しい1ガ．比卯庭庫1jく準1．犯循
す三一場合1㍉ト三／っ”稿群z’’見るピそっ像リ面だ’1ナし

かヒらえマいい。それ舳〆で’君・茂ヵべろけ1大で寸へ

実際パす、健康水準いラη付ポ／総合1ウ／l一㍑え1

心卑も巧㍑いいい’’しいろパよ捕稗毫変量に．し、そ

い主成分・ト祈1てリ秩会権裸いてあらわし、火域g
／碑水準毛タ次元的視、とから見い一説みグいぺろ
つ李す、彩琴1言穴砕常識的㌃見すヒ合ラマいまレブて。マ’’

すヵ・ら、地ε沙断なヒ’’Zい1木生戊分分一仰け使え茅んじ．’や㌃

いがヒ思い著す。

 いろz・，、いまつはやク｝しマ、シ㌧レ・一／ヲ／㌃’

んか勿毛デパズやつトのバ’巧言セ／巴一ラんで’寸げれゼむ、

あらいラηけこれわ’らゼラで’すか、

／ト町γ1エレーンタンヒいラ修、け語バ’だ．い・1ぐ変わ

フマくきザ・、い㍍っばパち・いて、い京列主成
分分布喝使っ汚い、仏け烏乃いウ表示つ仕方・どいクつ

（t、わけか定障トいろんな流計を彼パい／人恥乞
っ？（け常に役に立つし1今後η予測乞いい・、ビラら

灯の秤いし衛やいげいかハヘガ・違1／ぐス
ウェー州馬三、㌃ぜ．〆い・う’こ之ビすわ。い家事τ・漢在’

けえていいいぐ打布にクl／アにネ市ト？いいいラ
、勤果（衛っ（ヒ、巴・い芋†抑。いいラ神りく／フ？’’二仁
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けいいブすい．

古川 効果ヵ…ろっ汽ヒいlr∵’げζ・．㌃く、ニトグ今宇だ．ま

ド効果バ’期符で’亨い思い字†．ゾうむハ1泉ま・（
の1け躯幻ナ川け過ゴいz．’．こ笑）タ支号解竹グ又に
何が1木1いヒいラ戎請ヲに㌃っマいます（γ汁い・む、まピ．一

棟つ露床医の段↑宥い・、デーノ処理つ中～■て㌃3プるろ
う臨床碇査室修がへ4辛及む、実け事ブ4’‡ブ子寸分？・・す，

ll・町 杉ト．I、その場合にけ、ろく事て’o正確なア’’一ヌコ

レクγヲソえいうしいべ前夜1一’、冷（寸・／そ巧1ヒをもつ

い一、残っ1プく詐え・7いかケげ／やい1ナい、一11い

うこセですれ1

ノド町  それドヤ、一次η未来予測て’、カロ桐岩わ・n話題にレブく

シミ｝レーγヨソ．トプしへて……。

カロ約 払け、実嘩り㌃こ㌧にっいてはよくわボ4ないん
τ寸（不作に，㍉。

ノド田不払げ、す〆程綻か一生1・わ・らい・らな／lカベ、阻却内

刊あトクて．いろいろ／ぐ臓残陀つシミュレーシタ〉・㌃んz

いうのはやっマい冒すわ．い書9硯抹’い・概吟．．清して

くトませんが、

辻岡ラ布の内科τ’やってい1シミ少レーシヲソ、粥荏

○ピろけ、ゼ方い’㌧い）ヒもっヒ室捉・ηな柳εつシ

ミェレーγヨ．ゾあ1いけ空冷機能巧γしレーレ。／ヒ
いう形（1㌃フマい3。そ牝z’’、わつにミグp（“っマち’

つますぺい、マクロついろい、むレろ李・1直痔岡星
しマこブタい。それ「辻h老巧ヒいラこヒ（二㌃つますと、

吉’川元室・つヤってぢムい一先κつ毛デ1！い＼そケらつ、
†の希令ぐ一…・・。
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・ト町 ！かし、／ぐ磯絶句シミエレーシ冒ハベ乃い’’しょ

1。

近岡 ～・機能の鳩合・は、バ職ヵぐピラしz収椀すテとヵ・、

そ1い1・1・1ザ・・∴，

吉川 私の意見事申します乞、ンミュレー／ヨ／ぼシミ

ュレーショノなつの欠五、限界ボ乃ヲヒ、もラんτ・す。欠

㍍／つけ、手け名デい・い1へい・い・曳1いけ㌃

い吃いうしゼビす。内へ内へ．乞見7いくつH才いいけト
ビ“わ、 モテ’1レの斗い古 7 い く こ ヒガ’なカケかひす1・が しい。

〆’がら、〃変量1け感覚、～κっ岸之計す的ケチ湾ヒン

ミュレーションい、ゼこがz’一ラまく稚ひ…つげz、乃3

いろ1木パ量鮮竹を使い、グ1・行言諺ま一～バ
エレーンヨソに切い・えマ、進ん戸’’ピい’I㍑多変量

に戻る㌧いラやつすを、説得力η巧多いい例て・’ヤらなケ

外げ’ひ4㌻し’しいう孔w族くし？います、

 そうτ’㌃いと。 シミェレーショゾ7’’イ百七’一中が多がレい

うヒ、例㍑1殊念ヒ馬ラマいいけ、κ紬シ1ユレ
ーショゾヤ循穣η計測をヤっマい多研売方バ’、レげ’‘いブ

目的壬混乱しこい三ようい見え3ηz’’す。重宇βフ弓’立場

か4何ち知っトい列カ＼㌧いうヒ、7巳勿ノ毛戸定立そ巧子、恩師

瑚、あ書いけ壱布の重亮度て・す。葦初っころっ／㌧・電図1言、

）うしト目的に使いけ椀亨足ら応い1・うη川、…拘生
号に同心が’移っ、次に刈・臓巧収箱カ、っいにぼ／ヴ筋の脹

カ符惟しいラようい，戸～ん芹“人ミクロに句かっマ享ブ4っ

ていすバ’、秒読ししていえいいす、蒔方っ死期は、谷く予

想い’’言亭い。こト七べい・らわ価す、阿が賄以迷ってい

る巧て’’すθ・㌧’臓ボかくっヒぢク動くヒか、こんな力学狩

惟ヒいラこいす、すぺIマ寒亨τ・（才与＜マ虚学だ’ヒ、巴・ラん
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ビす．⊂芙） も方みん、虚†プろ多㌃ハず一、クフ／ポ㌃碓論

体ネをつくトげ’、乞和てい目群げ違セら㍑す。い・し、

鴎／奉にηし〔研究方て“巧1限川、恵方の死期石当71

エゲよ研究τ・1け什fギ、意呼げ1け卯’希帯トいます。

グτ’、市さトも辛いしいぐ、移訂1フに疾病勿状態を

記述すき手泥に。制約条件ハゐ召丁観測惟を神ラむ勿ヒ
して、シ㌧レーシ，／しいラ形て’、先旋白プ8細残を片言び

フ1ア1、いよプ8手書バ専／ヒペ気毛・’すいζ’寸。
 6ラ／フ、ついて．’卜発言し奉すバー、マクロ毛テ．．1レ・けま

τ・． ｯい役に立つヒ、書い． ﾜ十．いえポ．川医辱改第を
実多・丁す書に当ブ㍉7、そトに貴や育・わ多コス．．トビ碍4ト

いネ7イ・一1の比予セ書†算！’7バ。ソークワクチン

喝弄イ茅ト役与してノド見席癖を予防しますい’1ゐトけっス

ドベ・ネ7クフけいべ1ニレが舳害／×上て…す・ソー7ワ！

ヂゾ毛すヘマっチ伏に彼ふす多重岡ピ 自牟’・．脊危にま

が七て．小児麻庫11リ男舛晴書方11補’肋を探／契す1コ

スト｛け、tガ～け〆しい産力ろ5、勅卒のしへい仕亨なん
マ’’ �B

 いいぺ、フェニー1レケトゾ尿狂ηヌク’／一ニジ7’．ビ

すガ、寺（ま斥ビャワ？い孝し7て右へ、このゴろ挿血レZ分

析す暑よ）にナよき乞．ズクl／一ニンフに皐す三コヌト州

上昇しアす、この疾患1言／不例に／例（4Iいレか見ブハ
らなし（。ぞうず3し、え夕1ノーニソプ巧フス人ヒ・放置

しけい足リ復矢貸出計算すけ、／村〃／4
いトし古・ひいい・㌧いラ．しヒて“†

 いいべ、グまで・・符失が’げ、〔割／／切札マも、い
まη時代戸よら六蔵省マ・・予算が・謀的ろれぎつ？一・す。、柊量的

に得夫パ・けつ享つすいい・よって、わ朴トれ乃在令バ’
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負オ巨可育こ㌻範囲も見遁しバでブぎわげビす。 舌すろん肯

”日本ブ！’ら、 そんなに福祉ド責全け土｛な士・ラブニはす’‘を・・

す。こラいラ夷積享秤時的トす’’っヒ積斗上1プzいラて、’

わトわ ト”、褐杜け ゼη よ うに追り 暑へ亨〆∵．ろ ラが乞い ラ

しヒむ予測て’Iヨ多ヒ。をラんで’す．

ノド由丁 コスト・へ1’ネ7イ・7 ト刀方んすヒいラ。は……。

吉川 ￥ラいラ簡牟戸よ毛デ’ぴτ■む役に立ブビろラビ・仏1す

思います．

ノド留丁   こ 4～げ元（まゼの 室分子預1」ヒい ラ ） ヒ よ つ （寸 、 亥だ’

牝綻自つ商革トマ“ウ3むηマ1一すから、 そ杜巧ヤつ†け取ク

人件ヤすいわげz’寸わ。そトガいい．か忌いク・ヒい・うよラ

州廼パ・1別けz、いい1れ†ヵい一・。
 代域匡．奉〔（当然そわなんかむ入っマくさわげて．、たヒ

えiブ宵洲ん勿岡廼zl・わそうブすね。アゲ人患布亭見フげ

けめい、レン1ブンを律1予算ヵベゼげ．げ、毛れη被
曝董によつz超・6間細れ章1等が・ゼラマ’㌦い1リな
ご㌧を合部訂草す三乞、ヒても間尺にかわね、ヤめた市

パ・い㌧いう君見ゐ吋孝に確い。llヂ、け〆’ポパい
ってヤ杓マいいかセいラ列廼、・これ1言れラは衿令珂鹿

毛言残言翁しマい言ん’ゼやブぶい七・らやわ？ちきユすハ’’、ノン

プワトすへ1’きイ／7才ノーレヨンヵべえ量θジに虫Zいます

セ、そ列よラ㌃計算げ神幸卜葡羊τ、あタカ、らやられタ。

々ういう学岡もが㌃ク教zいます桐。

 コスト・べ’ネフィットグ｝、仰1リ君、移碇あ1て’’
しょう。

柳川パグすが’人つ集団碇珍の岡遇い1マ1’すし、チ
宮が・んη岡塵もグマ・すし、別衛・βo写っ訪バ・古まし

ブ・けい・・む、いさ日辛マ’’け3歳け’乃岡にβC年／回け

             59

統計数理研究所学術研究リポジトリRISM



†すヒいラこヒをやっ’マしへぎ杉げこ’寸。移杉グ碍染李ハ’1

非常に高い哨代ハには、βCケの抽果わ高～7くわ1丁て・・す

けゲ’・も、い書ハ子炉碍栗亭バ。．㍑いいマ’’す伺。
ぞうず書ヒ、ブニヒ川ポ／榊人吉孝ト6ヒ、．未予まで’．に硲

染す3有けブスが片一．パ．／人マ’．す。／〃。人にβcヰ療複をし

てむ、βCgを仏卑セす三方、↑ヶ←す愁窄す1方け←
す・ボ／人て’’すθ感染し斥力をほ。．てぢいても、発病す三

方はパが七いせ．’いλげくえいz・↑。視μ日苓勿考紬

蔓足度てリ育、／万人η中て’’／〃λ人バ’、βo宇祷確をし

汀けhゴ結核卜㌃書。． ﾚ核になっ7ガ÷冶環すト1プ、ρ
イ斗く汀乃け冶三プ力ろラヒカえら・ナします。チぢ〈加に

デ〔い・、髄、膜炎を起こ†い二、いいう毒州㍑い・

ケな／い。全国1叶βC年を実施す1ハ、セ仏い中
止すい・は、いまの疫学的㌃資料小ら、ザをつ的確にテ”

シゾヲゾし仔3ヒ、考えらト・よす。

 全図的に． トビえfブ高血圧つ夜評．胃が＾ん旋珍、妾宮

ゲん旋言すを実施す3し書も、負担ヒ費用け穴さい、こつ

場合毛）、5c cr巧例乞同し・よラド、疫学的な資料をすか

r択っマ、よク効率的伝方湾を揮ザ改革を事多換す2時
期毛欠しzけ亭けハ、書います。そラいっr毒味ビ．
しラいうアフδローデ1京枢専だし、有効だ’ヒ力えますわ。

吉〕l1秩計卜村す1期冴て“すポ
小田丁 そη包洲・、ドライヒウェ・ソトの物η考えずが・～

ましマ、いまηけ亥わめ7ド’ライ林ηべ衣ビ、⊂笑）ウェ

・ソ g派ぽ、人間列命は比弗よつ重いんμ∵ブてヒえ／人で

6殺しピいハ出・ら、ハい＞いカベろ・1ないす’’稲村

ヤ三べ’育μ’．ヒいラこピー…。

柳）リ 吃～ホ充室のおヲしゃ3ヒお7z”す。βcqを、
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／〃ρ・Xにヤ→†・卜、別っ方法て・・そη賞用を／吏え1言’・毛フ ヒ

勃琴バ・巧三んじ．やりい令・㌧いラニい言、†フ1ホフ方えな

げ～ポないいしノいんです俸。たけ1プ痔方か’．ボ・二、

ハイ・／スグダ1レーブ1’’パ紡家枚亭依剛ウド洗1。
βけ栴檀毫／・〃人か失地す3貧祠1I・ハいやい玄・、

月そらくいとよ1・効果台・I・上州’3んじ’’やはか一ろラバ、

／ト町・け魂諭的に1宗そハんだ‘げけも、1一昨瞬

Hガ疎筆い7等入す1湯奈卜一1い1ふけハイ・
！ズク・クI〉一プい・いろんいリド符ワていっ芦ヒ
育卜、ノ、イレスノ本・／ス七へ一乃書δ・セいラと、今ラ．で．むない。

迎げ・ら和で、マつホフつが柔えに＜いい一…・・。．

柳）り 均れば、トビえ／ガ高血圧い＼バ’ん・つ使方つ湯両
マI’ Tくあタこヒビす。茄核勿場合は、東7字に笑派に形セ
う民階ア“と、字ラんで”す。

小町 プ’がら、そ4あグ1けわ1カフ攻菜い・、神す1・

灯す1ネ杉冷規いい・・官字列同越wグ1二入・マく3
わけτ’すね。 そラブぶ多ヒ、ヤっ1デつ哲学η同趣トまで一行

く㌧

盲ノり げ’＜は正・ししへ†句卜尿っブτ㌧鳥ラんマ”す。スノテ

ィ又アィッフス1いラ州、平すいて姉孜字いリ毒
味τ’す桐。枇計卜碁ブ’い7改準竜決定しようヒいラ、ド

アイ七いラよク据性的な方向て’’す。ヤけク、い・まや福祉

予算右派㌦llザ’’、切／槍マブ1’卯’～1小、雇力
順イ並ちつリー多のト、励多氏3証夜ご与しト感情ブづけられト

ら困う。

加納 巨摩賛のこヒζ・・も、γ一ミュレーンヲ・／そデー1レ？1・ろ

参程度予測毛z”ぐぎわげz’’すわ。均和がI’余／ノ牛ろ柞zな

ヵ・・アうわ（すビすわ。医．舞政葉いいけ行政ト、祈！い耽
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計宇バ・本当い布劫に宝がでトzい多ヵ・ゼラがヒいうこ㌧

て’すが’、 シミェレーノヨゾ列方え†け、杵羊予列も丁花
て’’

｢、今後パー彼杉いクτ．す抑。
／ト町 ブ～．か∴，、そ1け1手’一くけやつ1プ／㍉うここへ出マ

でてい1い1．士・ら、弗訂り走す1つも〔ないし、坑

計毛本当H吏一マい一マ攻青書ゼ沃友す1。ト〆．’い

楊朴・イソプ・llすいいべ市†卜誤一㍑1θ
 来てても㌧へ戻っまず1ブボピ1む、ゼうも移許に堪能なん

1す、今雇け現二k分析H京非常卜逮花が乞いう／、必丁・レ

むそう1．一㌃い。、そηろ．トい＼一あハ・4、やけフ両方神ま

一．？／ンプ，11しマ！・が1・いい・プ1い心い乞、そト
て’改革忘簡字（て決定言れトらだ家らぬ乞いラ／つ巧警告

は、同時に昏しマ～・めヒいが狗。与わけ私なんがは化

面け一マ疫亨け一いわけピ、グい1面z’I1ザ
布ホ。 セ危受性ぽ恵ビ言わ17プす。7一すいζ、’レ・まろえ

マ呉い昌え（んで’．、ていセI’んは湯ボ〆いぶ丘転してさ

て、そういう倶’電㌃こ乞をいうんて．すおぺ’一・…・。

小町㍍1は大坪わゼろぎて’’ネブペよ1に思・1グい
す七ぐ、一番板けいヵべ、ズしろ計量医わべ発展し7く3

いト・．すいけ川克重が’一初めい1・わけ計量診断一
て㍑えけ’’ ﾌ稀陀州・1〆’い・、一肝臓疾ノ落巧・診断を鵬り

にヤ1い・、ゲい1間患．（京ろんま／触トい・つ（ん〆

げ朴ビ・カ、私（すそト？’・ガヘい乞忌う。がなク以前η問題

で’もハレ、拡げろんヌつそトを同趣．にしてレ・プてい
なか。トか4、す一つ ヒ行っトんτ’すが・。

 沢（1、人工頃胆、・間選．ポーラマ｝しょうが～非常1・す

ぐグて人っ布えず、諭飛回路をインプ、、トしておいて、
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いろパよイン7才メーンヲンをほ1つ述んこ’1と’’うい1答
えをムすわ・ヒいうし㌧z・し8）冶べ、 こト毛同痩て・すわ，

吉川 けz・’け下エフセ河牢1・申します。

 ラ人ア・ワド．こムσ。ST匠2）†んヒが、ワーナー（〃一

パ／れ尺いいべ堆幻パい／9峠ψ訂草碕診断
や、／・キ小甘阪ビ医学令稔今をやワド1い計享桟常
断は、いす’’トいヲ月らが（ミ自動沙師毫目手庁し仁老巧ヂす。

いみん㌃データ ち入・杜ボけ．．、匡布石介在せずI・に、病名け

けろガ淳庫蕩まτ’客馴クに大？くい馬い込い’一い
トわけピすわ。tしろ州・、々サボ落ボ㌃・誓いっ．さ7‘・るつ

丁“いう、．〕｝・す／’’1寸ん㌃いぺついマ・ラんゲ
ヒ、いさアノ’ g㍉ヤっていヲセん。
 そトてIけ意、審決走卜村して何が・役立っわ㌦いれ、夕

変量解祢τ・ポ高足な毒、も夫走㍑・さないけいが，て

さアいて1さ㌃い曜由は、／毛依宇戎らτ’るつマも、人の命

はけかれ㌃いけビ’亨い㌧いラしわ・’．らx州’ろテがい．’す働

こういう超彦規句㌃争竹や・ソ＼多ヒ、タ変肯解祈も何の従

に一も立トわわげて一す。ちギくらい戸川げ1、名医っ論梶を

灸員しマ外よう㌧いうつマn、名医のロジ‘1フクち庁つ靖が

≒計草卯申へ人ゲ、汁をバ／稀柳汁解けぐ’
しト上て’、整怨ヒ組ケ豆したもη七へ人エ知能だ’ヒ、玄し柔

1二い丸1す’．々う㌃ξヒ、害い求す。このチ湾け、医学上・珍

卯・げセパ・く・、改草津えい・、あいけ太さな装置

産†1…つ抹帥予防や塀ギい1ピろビガ4人士チ
ぐ判所丁い・うのけピ’ラしてやラていぎんだIろラい・1黒

味ヒ、実利的Hす、4〆が．タ疋量朴、斜上け’’的け

・∵く判断リげい・け見何一が｝〃し・効率的1一’ろ
吾㌧瑚侍さ外・ていぎ段ア哨て．．す。
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 げ十しゼも、結論が．らいうヒ、蓬亨沙断い応・用けタか

グパー’ヒ忌いま↑。い・1ハま、いまヤボフて汚名医・
ようト、知れわれ弱ノドの国オカ・ろ宰梓ρ念をもって見ら

H后匡七べ有存しブ・く㌃、た。㌧ラい1診断っサリ「な

引い ｷ～「才川・い．い・らμ’。、吃い・斗ん㌃ハッピ干依’

す〕1け室け’い1よいて・・すよ。名引手褐斌しブハいう

、ヒて’． ｷ。

小町 すよつセそこトけ異論わ…乃名古べ、〆いぶ時κピ・・・…。

首1リ これけ税汁グ）尤’生に寝て皿詫んマ・・もらうんですがら、

そ ラ いう岡廼．意1辞か一ち3㌢いラ こヒを挿痢してみきます。

 后医剛反に存狂しアいしマも、臼一分の．帝程毛す一パ）
許阜祇1ヰさしひまτ・つき合っ’マくトい・／・・クが、げを

け． ^間て寸。言†草残ガわが1両砕碩［ま、残念いぺ与

件柵6ザよ名医はいま寸んつτ・、痢足？・・ポ誇拷が・尚？1

㌃い。杉’わ・ら、刃く叉1・成功しないピ字ラ。

 け’！、一い1やけfまボんでIすわ一子末、タ蛮
骨解析が・い㍑いつヒ拡釈して、医学部“千生ハ
さにぼ廿んな多望号秤祈くムいキすヤすヒ解げ8よう㍗

時れ’になεヒ、殉字体人工知牝ヒいうか、知我べ一スか・

て’’マ言。「）れこトーη評断ブあき。 そトは、以下列／0項目

の分析けゼ和ゲ1しら・たブ1学用命祈に入れ一 P芹算／

7川と、幾ら巧、之、敢わ・滑ら杜氏。しいべっτ一、確率ビ

のくらいマ．’この病気ポヒいって差し之丸亭い・。そトを剤

くセ、ネ1奏の医師は、わる考Iう壬・ヒずく’’据解して、そ巧

け・いヤ1ヵ・毛し十し1｛け・～、二い将卒州秋’
の速いゼす・いふ’ん変わ書に壷いない。4ηころド㌃つマ

も、朗1台㍑わの、人（京、坤甲μの漸雷によい二うた’

㌧いわれて、ハろそラz’’す士・ヒ綱イ子レてい言がもし和な
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し、 θ

小町け’、～喝台・に、いい）放育ボいけ剛律を

稗／五け湯・トト、紀えすへそ1－1型グそパそ／つ
・併理人岡ヒい1も“省1」進トプいベペよいカ＼ブ～いう

危常惟もい。いいけ荘曜け裾諭を符・’すとt・余衿バ’

女ヱく三つハ。迎一に、そラし’‘ヰケいんブ、考んブ～わが／

切っトしい㍑わHモセ1おいマ、も、ヒ孟．1こい考
え～ズいいん〆・七・らヒいう浅翁けいべ、けえ1≠ピη

ケ孜／列から拍ま／、タ麦号・’’も使い方を羨ハポヒん1．’つ

ないこい1いしいう、同ビこいベヤラポつそこ1一女
でく1危液悼㍑1し一やないわ・、苑膨マ汁だ隼困峠ま

／パ㍑可育こ性けるし’ヤ㌃い～いうノ乞碇惟壱符1て

私はそれを見Zい6んで’’す。

 い・し、ソこピまイく∴いにして、い’HTかろ
つますも’わ、

吉川税計量ヤ・マ！・！専〔客け斥すに七’’ひ知っても

らいトい、医学のドρ卜’’口し（駒ヵい片多人ビす。

 美す巾、克窒が’いわト〔ようト・疫学ρ視楊1っ行くヒ大

貫㌃昔労わべ巧1。追跡マ外マい1藩か／・逃げ一†いよハ1

すいH㍍’・1してぺいい～・～用1ごっいフて・
宋（けやい一け予算毫っザ、二η研究雅（1脇ガ
てくれトら謝礼を牡しますセいんげI・一般η人ブ1すモが
デよ／1協力しヤすくなぎ。（芙）善巻〆ケマ’’表期大規碇勿調

査屯やぎの（す限界wあつますよ。こトも現実にやっマい
与 のけ、斥ヒえ（ズスウェ ’デ’ンて‘全住民の悉宥詞歪をヤ

っ ？ し・る セ さ ㌃・んが、 そ 勿 日 （で損失 し （孝台半斗言て’夕半 ん

㌧国号が4大し？い参わけて1す、

            65

統計数理研究所学術研究リポジトリRISM



／卜町 ま巧、そケチ乃テね。

吉川 グまで”ヤパデ、合往氏の9・、％バ・受亨㌻す㍑）ら’

パパ1確度巧高い言肪乞やって、各規約ケ政筆改定の資
料ヒすタし㌧がでδうわげて・’す，そのまわをす今月・1一い

いピ・1マい1い∵川まセんよ。しわ・し、正当な径
貴ち和介セベ負担す3こヒで古・戸よつ9岡趨右べ秤シ穴†34い、

見越ゴしz放置はいいヵぺ現状て’丁。木舛、医神丈㌻
卜宝物税訂や臨床茄†の諦雇バ・ペザー・1いザザ
よラ㌃言い孝之列碁卒凍っ道長にる3包、もうηこ’・す。

 そい同し・‘よ1グ．ヒて・、いえ1ギ、ケぜ’盲検湾に片

衣㍍！純計1ウ手か・・率八寸ケガ、ギわ果判走に伏

立ピよいへいいヲハ、残ら辰家㌃検定に巻フ・・いζヂ

パ／葉ブいっハ、彰莱令杜つ．才旦当方カベ参殿！ケい。

依いす、ある宰台べい七・（・きカいrつがい・う良種を上iヅ3こ

い・よラて、次η地位に野迫す書4？’’す。坪追し汽後て一’

その率が’全1売ポパいや・均一け責任1追及マ
               斗バい。碕〃、’かす←つて新しい率卜追．い衣がわブ＾い〉

言い宋1㍗か／卒い・’’れこ朴け、何図かη絨1’’発
見しト真弼zいす。

 ブから、巧言濯列万名麻授て一・、馨条令杜巧巧ら必ξ人

仁有かいト碑ゆ感謝を受げていき人い’’い京す。そη人バ

穴鼓判壱才7！ブ1筆け、けけゼか中・役・に立げ・（1崎

えマいラ列τ’す州、それz・1もメーカ一列人け感前レマい

う、い・ラのは、寸つ言い、（よラな虫ぜ力学によフz、
その放授し■ミ冶＼ラ人け廿ん。㌃が・重役（・なフ7いくηマ．’

すね。

 ピいべ、・ま㍑㌃彩計学毛ヤ／肴の立場1・4げ、大

仰和勃川いヒい1絃諭い・ゼい。そ1すい、
            66
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担当肴け必死になヲて、一血圧も下が’’ら侯がつ（し、迦液

化学・か祈七何一くグい・フた、しザし気分1まよく
いF㌧い1ぺη放が．、亡夜走1一’希い免碇琴マ’’ややタ

い、落着け分バ’よいいい1ηけ朴いい1げ、
こ1い1文幸（1しz蔀青音～綿をむ7くパいいま
す、 こ ラいう製革メーカ一 のイ李賞ガヵ3 ヒい ラニ とz・す。

 一打げ、新華薯残瓜ηメソパ㌧／い1～神に愚
直は一といい、まブビジガ 。（笑／
ノド町 きよラけ．えζい言引二㌃つz3戸わ。
古川春議会て・（に重言夜核か・・令粁三・ボし一て・㍗。

ド’か今、二重言旋テ書をや一トらx権を戻管すクギそ什小一’

あ春場合＼ゼも、 ㌃ぜ’二重‘盲ネ乏淳暮や4ケいがヒしかられ

3こセカ、’巧1ヒ岡きます。これけ、い1ブニんイ言し’．込んだ一’

ら、へ支は二重盲検は以ヌ■ま受け付けない／い1国っ㍗

体貫て・㍗。（笑い．1いいい／・ハいプ亨実（・、税

許のすへすた変わか1ノにくい之ノ害いま↑。

 けからい／つ、生代字青の行動宇フ忍れ／ぐダ
・ンの門超一が・ろっます。 ブ・ヒえ1ボ’首、 目卒τ‘5c qη勅呆

有税’訂的に言回ぺ’卜仕亨バ・朝日貫亀．受けています古ぺ’、 そト

い冒しマ、稜計石采パ物を亨い1哀別に学有て’なくグ・
フ zエ’．マ書 ビ、1当時η有名な生化学肴舌べ緒言しzい ます。

 最近、ハ令残で．、菜穴学の学表そ・・タ変号解祈や碗計

”金魚い・ぺ8い人（1、杭計η布石ウ尤わぺ．雀々乞説明

しだげれピ、業後．flノ菅言しブニつけ、「乃ろ、そラ？．’すが、

そラす言㌧タ素量解杵い・純計い・いラこいす、自かに

秤・合ヅいい・仮説ア三’げを乞6たわドヤさ手法なん？’’すが」

（芙フこラいウ程度の硯解い・！ないい．．す～ナ～’川、

イダ㍗んマ・一ポよい訪τ’らつマ、ニト㍑・’パ1厚ク者ヤ
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生κテ方わべ’十っ ていラ定淀も、 すべて 自己 ηイ反苑を証吻

す三卜幻て’’げはいギ。イ疋記・っ逢択毫む7と税政いご’．市3

手桶るベネえ毛寸す㌃つに、ろ4ルを認一灼ないヒ（す珂亨修・とケ交寸既

しトのていす。

 3フの非常に暑い事例け1ブ秦しいべ、亨怨バ（’’そ

ん㌃状淳にろ3巧て．・すいζ、本当じ初チっノ純計っ惑重右・

う多くη人に浸互し？いく努力量しなげト1ブいげま七ん。

 そη次ドけ、税計が㍑マけ椎請をゼ1い夷／了†・

ヤいリいいいべろ1．rlけ1ギ、…苫’‘ソたパ・脊
室しマい言損書（玄／μo・祷くξいて｝すか、／7〃庵㌧か芹．算

ぐれています。酒の管け3〃・磨くら．いz’’すわ・、件フ払っ

マ牢ゼぶ’フがさといラ亭苔文まマ∵倉わ多乞。 々れ古ぺわがっ

マ1・な州らヤヘポブい。そ牝τド、純オを信レ・て据偉

的な行動を星んz．’、よく㌃’いニヒをやめ寸すブ・巧1一茶、

ノド字夜かい碁碇放育をヒ’．・1しマいっブニらし・いわ＼、スノ

ティ八ディックス壱本当に天宝渚に反映†セて生活毫改
善すいしけゼういラ耗率ヵべ布劾わ・、そういラ釈洛電力え

なげト！ギをらない。グいシ（わい、すフマいい柔しブて

いに、政嘩けかつ、突隊つ夜中1・’擢秤マ’’字1い・プ

両祷頑りウx岡を市7㌃いヒ庁．．わ〆ヒいラ九バ’すきθ

 そト・カ・4、娩汁手方に最イ麦に望tlヒすH才Ilいろん㌃

間盆・1ブて次い方けけガ、医多却z．’ポ・（・が巧領域てI’

：o・ こトがら稀々ヒ払3ヒ丹い表す。 そn対案ししz、
使いやすい7・ロノ・・ラベどい〉よつ、卓全な71ロノ・・ラ∠・＾‘’

／¢専ブ；．ヒ馬1つ～’寸・せ叶が’バカけっガド、1一ヌ
ター

黶Eいけつ溶い汽ノけン粉を1ネ〔込いビいラ
ηz’’ろ朴1すI’、 ㌣オvか・・すぐノぐンにな3概林’をフく3才bい安

全z’Iす。／ヤA楕毫乾がそ）と忌、？電チレンゾっ中へ

            68

統計数理研究所学術研究リポジトリRISM



。＼れトら孔んレまっアもけと一，ピ・ラ！マく什ぎ乞い〉苦情

が・ d機メーボトネト㌧い1話むパ／ますが’、⊂笑／そド

ナぶら、ぬ伶恥浦を乾がすよ1な残械存フ〈←け’‘いいわげ

で’す。枇訂ハ克生トはなげ〆礼峯な言い方がもし仏まヤ

ん州・、ゲポjキ合なプロプテAセフく1マいμ’享たい

とい1し㌧を髪んピぢさます．

小町彼羊、1す俄．租吉川ぺ一ストい表しいぺ、㈲本く

れい、流計η功弗が、ψが怜雇し（松小内廷が、
なパい1む・す．一がしいいゲーすバ’，雄カトいまいわ㍑1
丈ラ汀問麦亘、小杉ηセη1キーを巧言程ノ芝漫真イじず朴tボ、そ

ラい1’／・1ブ£図式七楕げいい1’両7’’けそll一．！．よプ

 τイ’，税許毫正しく理解レr・がろ戸げ．いヘヤわらい

がい・い、仏1す、人間ヒい〉～ハ朴ハ．’学耗㌃い
1’’い｛も1ん1∴いえll’Iれ学れ．け．．1ゼ及つマ

い弓て’’！よラ。そボまゼ1㌻ぎんブ～ヒい1ようケこゼ．’、

まち程屈て・割っ切れ㌃いηバ’人間だ．セー同題もみ／ま

すがろ、紙計的に十一て害州古7言卜、生て享ブく柔蓄率、

ゼラ行動すぎのかヒいわナリんぜず。確がトフメリヵっ

場合ぽ、一．鳥キャンペーン毛1すて‘1寸ってH系すけ朴
乞11も、居朴余1）付けけい。レがし、大族惟っ表
㌧いラニセ。も考、恵（ニノ＼れて発亨セぬ．ヒ、ゼラもなが今ハ

取ク．入〆zいさドくいといラしころ6乃つまず倉㌧

 こ㍑西洋け1千の直いヒいれ、て．（いい紋宇的
1（ニセう碇討す～令・、計量的にマ’1フ3θφ1て一亨ない巧かヒ

いう問題老巧つますがら、ちれz’’すけト乞’．む、私之疾字

マ・・地域竜す川フとりす一チしていく立場ゼ丘っとぺ択手に

㍗／い、…ポよ1・い、い寺て一・人卵・い．動㍑
い〉毛gポ まブて。狂号仙？“フ書喜で分とz．’言㌃い却分ヒバ’

            6三）
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あ多わけてnす． その泣（ ドロド1ワヒしト レころ．序正号化

していく・い一す’努ヵしますげトビ・む、そ仁μ’．／いぺ．すぺ’

                  山7τ’ ｢・いといい午zI’、いま4私ら沖アにすいいもし

け・ウエッ、1がいけバ∴い中がい下士＼汀て桁レ
し、いい一女マく1可能何も月つ書す勿て’’、キ1が4川

（・モラー血そトーを放号化す1｝い）スフ’・ブフτ、／つすI’

つ蒔躍を碑ク足しブよバ・らハいくセい〉いい・‘川し・

方よつヒ割〃切いてくい乞ころゲ局テつガ人間し’十ケい

が㌧も尺デっています．こっよラ1τし私、杭計列席を符方

い／一≒、葦後トはそ和・にフ／lz6名い三度列問題壱ロド

し㌃けN亥・1ならゲヘ㌧い1、私自身．り苦ん切いいと

い〉し㌧もろ3。
 市よラ1女結論にな多ヵ・ビうヵ・わかづまセん・けトビ．も、

書111岩列ような非幸に．塾互1けい貢説ぼ、私はしにくいん
て’I ｷ小I、ヤっマさト立場グ在セいラしころヵへる書んz’’す

担。芙碍、火刑主民㌧い1ブてザ’ロドハしブ1集団を見■マ

く3セ、々こい・剖つ切和三ヵ・㌧いラビしろにぽ、また

グけリ1鉗い刀つボつが㌃！㌧

 け・、いえい㌧（ガさ11幕ま4パイそけ、各方
面で敢号化。号カき重わマ、 いかr医学毛房一観的に評秤

す3が㌧いうしヒに号ヵさ朴ブて・く、こ朴け充（言乞‘’書2リ尤

室もいわパ“Hマいろつまプポら、こト。七’らいブくいま

τざ乞ハー般化していく（“青カいマいポな（アれ1享一
い（す1小’いし、．いいにげ、承掌勿え生才も根気よく．つ

ミ合パいト〆’けいI！いラこ・マ“いラわ、ヵ’い授
解しにくい両が・ろ3㌧いう巧が’一微の戸ていあつ表す。

 まブ・大字？・・つ、ク1／ピムー一夕看員脊八す多ヒいうピー更

にいヤれ’碩を†外ますな。「まブて易いフら（すいラ7いさを’」
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・て。（芙）もつ一け1・・いこいい1ヒ、「コソビエイを

次バ、何ガ新レいご川・て’〔んマ・↑＾。考ん㌃1ヒ
        ｝ナい・し・！㌧チプ’書ナヰしzも同し’じ．やないzI’す＾、こ11・

1訴験管を辰1ピ斬しい71ロノ・・！1か・・．・1い・けト

ないηを惟屯符っマ”。コソヒ㌧一夕を動いけ一、

何か祈しい7oロダクいでき1んですか・い・1いケ
1いいク人バ手くさんH享す1（芙）・～卜律ηレ
ベ’ル以外卜、穴亨・えまオにも、～すリ。けつヒ放

育していくkいう青カをヤっていが1二や1・け求寸ん。

層ウ沢最後卜、オ7・・ゲ1一パ㌧ヒ←Zは食言しケし？丁布ぺい

いのハもし和ま七んげ仏ゼむ、一着初わド歴史1ウなこと
をお亨宕レになっ㍗ヒ，円い事す。日本巧医学タトヵべ手も言プチ，亥

書使い虫し戸“は、や1カノ戟彼～1・すね。そ列がかわリ合

っ（尤室すにお間プしマいづゼろに〔【ヒ、増ム充雀
レが牧マさまセんでIしブてげれゼ己、そηけ汐・ト戦後η三

†何年汽つト中z．＼医学手η中卜逆」て荻訂手方ガ彩ぴ・込

んで・素け相打享1い3い一咋に紹男ドな“．
そういうカ、か払っ雀＼った元圭†わ、’’お4れト4、すよラーζ

東後ド／人す・っマ・．も、llいう先むべい。1レー．

小町11列大1将を隊叫けい・か灼わゲ．柱幻異
残・はいて一一しょう。何デポ森列石仏幻フゴこいこな・、7・。し笑）

カロ細．充ぽゼ徒孜研の人（す万名前ヵべ苧右ぺ1つマこ芦ハ、つ

ト人ゼすげれピ’も、ヤけつオ芥充室ち初幻いろんなし二る

で’、いろいろな方法て’．影響をブでくマん受け？います。払

／勉湧影ハミい（1、．1・リ・’亨よ1ピ次筆工事た‘一ブ1

んで’一すい、駒込に行亨ましz……。

、駒沢 こし州でプく～‡昭和ノ9手て’、一．香初わば飯田つ

            れ
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方！一醐！・でいま†げ外乞・・七、駒込（・ザ（いけ、l l

η追物をたママい考いト疎開し7…一・。

カロ約ろゲの図育館を利巾寸・ていパ・∴・ゲ1け

多し、いいに杯克ギてい令いド、いろいろ訪茅
削い汽こヒわべち1ノ事す。仏け根序龍雄え室η放室におつ

ましトのビ、い影等1玄和・い定けていい思います。

小町柳〕リ充生、ゼい“すが。
オ卯〕l1 充けピ1が今名前つ争七ぺ㌧ブく人（ず’が7z．’、特1い…・・。

。／、打 書1リ克宝、秩搾的にピラマ“すが。

吉川 ぢ名前を挙ゲ女しブニニ限っ㌃（るさヒ忌います。

rl｛ズ長崎伸．亭所卜淋／7パれけい・、広島
衛峰研に関停／トすい・、そラーう衰字書碓い’’η岡

係布を透一挙1プマいつアくら、々～・・れト徒言ナnすやんと

して二率門享、稼言十字希わべいぺ し七16レz’’すが∴ ㌃ゼ’亨

さうは特定巧人巧后首アJ’げ出い’い・うピヤポ1本を
多くこいべ沖学ド重尺な影孚壱及（デすか・らτIすわ・つぎ

！、／／～㌔‡本を争いけら外ブよいん・’’す。木阪六字

の工学邦にいらっし・〃与五本正さん6、本目諜卜行げげ’大二

支粗ボ率・・く1・’ハ。！l・し、師音／に宰／込んビ

まで！すおやいないよい。㍗（幻に・命／甚六ち’影響

カ毫ニラむ・らナ8い㌧いラ傾向が’ろっます。

／卜町 工宇部ρわ．」わ件わ什毛習い（・行小七麦しブニ。

吉川ピ・し、せの中’も麦わつ’ ﾄ．トけ1ピ荻理科㌻、

のよう㌃雑論バー女さヒ、しん㌃こ之を勿えzい3人wい

いガけヅいz、ゲヘチ約をパい．訪．わ7い1
斥11、ヤ。とぞラいラ情報疎通古ベラまくいくよラになフ

ナ㍑い1印象ビす。こザ！ヵ・い1い1俄4＼を利岡して、

かフマ。功積方竜脊掘しマくだ．’さい、
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柵尺医学剛け本を肴い1れれいけ、荻亨†入門李
て一す右・、柏木尤室いけけ国字打1さ（1手いてゲま

すわ…1いプ1・1に、離布ル1’’ろけバ’ら伽プ許

奄辛いマい参入己いテわゲzいずれ。キれけくトなフに一…。

古川 そト（才、イン／・ソい羊えい・阜いい㌃い右1乞
いラ言い」方色しマf本若い∠マ・・すバ1、実惇にいまわれ和れ

バ次言すっ溝希をす1㌧さい夜う例遥け・十けフ箱・来季彩一

ぐμパ列超召使い才す。僧｛ギん川列題け使わ亭い。稚・

訂宇盾の音い〔牟け、ゼすい・い一う乞枇計・説明をす
いト、すイコロゼ振1例が．’幻／／こい／・グよlr㍉

現実一〕次サいす’←トもつ州し1ポし！ポちタのマ’’す。

ノド田丁  ゼラ もさ 去 う げ『今の方わぺ・列・亨 に 不 予隊7’・こ一‘ざ’い

ますし、巧んガ／適任て’’ザよいい“すカベ’、疲字をヤっマ

し1いいllい一．教多を使1場合、与れピ医学い稚
でべ一フさ、 そういラ持・、占、トぢ3こ㌧（すおつますっゼ’一、司令

竜ヤらし7いブてrイ．5ましてて。充室才のビ筋プフゼ、阿い・

おもしろピ諸州’マいさ芦ヒ思、ラんで’’す。

 稿諭け引子り1中し（んz’’、くビ・くヒ’’しくいラ州けろ
トI ｢ヒ、啓い享す。 ゼう6るつバ’とうゴでいまし汽。
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